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ボランティア・市民活動を広げ、応援する！
2021 年 8月 20日発行　奇数月隔月刊 20日発行　通算 373号

若者に寄り添う市民活動２
「ヤングケアラー」を考える

いいもの みぃ～つけた！　vol.32
社会福祉法人めだかすとりぃむ すいーつばたけ
“おいしい”と“楽しい”を届ける！

思い立ったがボラ日
収集ボランティア
集めて送って、世界の人を笑顔に

あすマネ
食品を届ける活動を始めたい
～食を介した活動とフードバンクの始め方～

セルフヘルプという力　第 28 回
みきえさん
感覚が人より深いHSP
～感受性が強すぎると言われて育った私～
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右頁始まり　（表 2）
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収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
？

―
収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
何
で
し
ょ
う
？

　

ひ
と
こ
と
で
い
う
と
、
集
め
た
モ
ノ
を
市
民
活
動
団
体

や
福
祉
施
設
に
寄
付
す
る
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
す
。モ
ノ
の
寄
付
を
募
集
し
て
い
る
団
体
や
施
設
で
は
、

た
と
え
ば
衛
生
用
品
を
ス
タ
ッ
フ
や
利
用
者
の
人
た
ち

が
使
う
、
と
い
っ
た
直
接
利
用
す
る
場
合
と
、
寄
付
さ
れ

た
モ
ノ
を
換
金
し
て
、
活
動
資
金
の
一
部
や
開
発
途
上
国

へ
の
支
援
活
動
費
な
ど
に
充
て
る
場
合
と
が
あ
り
ま
す
。

―
た
と
え
ば
、
ど
ん
な
モ
ノ
を
集
め
て
い
ま
す
か
？

　

代
表
的
な
モ
ノ
は
、
使
用
済
み
切
手
や
書
き
損
じ
は

が
き
、
商
品
券
、
未
使
用
の
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
、
本
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
、
ブ
ル
ー
レ
イ
な
ど
で
す
。

ほ
か
に
は
、
外
貨
、
日
本
の
古
銭
、
貴
金
属
、
ベ
ル
マ
ー

ク
、
食
品
、
衣
料
品
と
い
っ
た
も
の
を
集
め
て
い
る
団

体
も
あ
り
ま
す
。

小
さ
な
規
模
で
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

―
換
金
す
る
場
合
の
し
く
み
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

た
と
え
ば
、
書
き
損
じ
は
が
き
は
郵
便
局
で
切
手

シ
ー
ト
に
交
換
し
、
そ
れ
を
金
券
シ
ョ
ッ
プ
で
換
金
し

ま
す
。
使
用
済
み
切
手
は
専
門
業
者
に
売
り
ま
す
。
本

や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
ゲ
ー
ム
機
な
ど
は
中
古
本
・
中
古
家
電
販

売
業
者
に
送
る
と
、
そ
の
買
い
取
り
額
が
全
額
、
団
体

や
施
設
へ
寄
付
さ
れ
る
と
い
う
し
く
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ャ
プ
ラ
ニ
ー
ル
＝
市
民

に
よ
る
海
外
協
力
の
会
と
い
う
国
際
協
力
団
体
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
そ
の
流
れ
が
わ
か
り
や
す

く
解
説
さ
れ
て
い
て
参
考
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

同
会
で
は
、
は
が
き
の
交
換
に
は
５
円
の
手
数

料
が
か
か
り
、
使
用
済
み
切
手
は
１
キ
ロ
で
約

１
５
０
０
円
の
売
り
上
げ
に
な
る
と
い
っ
た
数
字
を

示
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
ん
な
支
援
が
で
き
る

と
い
う
具
体
的
な
内
容
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
数
枚
の
書
き
損
じ
は
が
き
が
あ
る

と
し
ま
す
。
手
数
料
を
引
く
と
４
０
０
円
程
度
。

「
た
っ
た
４
０
０
円
に
し
か
な
ら
な
い
」と
思
う
と
、

寄
付
を
た
め
ら
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

け
れ
ど
も
「
４
０
０
円
で
、
家
事
使
用
人
と
し
て

働
く
少
女
た
ち
が
読
み
書
き
を
学
ぶ
授
業
が
１
回

開
催
で
き
る
」
と
い
う
情
報
が
あ
れ
ば
「
寄
付
し

た
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
高
ま
る
と
思
い
ま
す
。

　

換
金
さ
れ
る
モ
ノ
の
寄
付
を
呼
び
か
け
て
い
る

の
は
、
国
際
協
力
団
体
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
収

集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
小
さ
な
規
模
で
で
き
て
、

海
外
の
人
た
ち
の
支
援
と
な
る
〝
大
き
な
〟
活
動

へ
と
つ
な
が
る
の
で
す
。

このコーナーでは、毎回一つの
団体を取材し、活動内容やそこ
で活動するボランティアさんの
生の声をお届けします。

シャプラニール＝市民による海外協力の会が運営する支援センターで読み書きを学ぶ家事使用人の少
女たち。（写真提供 /左右ともNPO法人シャプラニール＝市民による海外協力の会）

家
族
で
、
学
校
で
、
職
場
で
、
集
め
て
送
っ
て
、

世
界
の
人
を
笑
顔
に

　

～
や
っ
て
み
よ
う
、
収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
～

　

２
０
２
０
年
初
頭
か
ら
今
ま
で
、
私
た
ち
は
多
く
の
行
動
を
制
限
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、
コ
ロ
ナ
禍

は
〝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
い
〟〝
社
会
の
課
題
解
決
に
取
り
組
み
た
い
〟
と
い
う
気
持
ち
ま
で
止
め
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
同
時
に
、
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
時
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
号
で
は
、
収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
質
問
形
式
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
そ
し
て
、
当
セ
ン
タ
ー
で
集
め
て

い
る
使
用
済
み
切
手
を
送
る
ま
で
の
工
程
を
体
験
し
て
み
ま
し
た
。
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―�

寄
付
先
の
探
し
方
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
情
報
収
集
で
き

ま
す
。
ま
た
、「
収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
で
検
索
し
て

い
た
だ
く
と
、
各
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
や
社

会
福
祉
協
議
会
で
出
し
て
い
る
情
報
が
出
て
き
ま
す
。

ど
ん
な
も
の
を
ど
ん
な
団
体
が
募
集
し
て
い
る
か
、
箇

条
書
き
や
一
覧
表
に
な
っ
て
い
ま
す
。

集
め
た
モ
ノ
が
本
当
に
役
立
つ
た
め
に

―�

集
め
た
モ
ノ
を
寄
付
す
る
に
あ
た
っ
て
、
配
慮
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　

ま
ず
、
収
集
す
る
前
に
何
を
集
め
て
、
ど
こ
に
ど
の

よ
う
に
寄
付
す
る
か
を
検
討
し
て
お
く
こ
と
を
お
す
す

め
し
ま
す
。
寄
付
先
の
団
体
や
施
設
の
説
明
を
読
ん
で
、

そ
れ
に
従
っ
て
送
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
た
と
え
ば
、

使
用
済
み
切
手
は
セ
ロ
テ
ー
プ
が
貼
っ
て
あ
っ
た
り
、

破
れ
て
い
る
と
換
金
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
送
り
方
に

つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー（
Ｊ
Ｖ
Ｃ
）の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が
参
考
に
な
り
ま
す
。

　

団
体
や
施
設
に
送
る
際
、
多
く
の
場
合
、
送
料
は
元

払
い
、
つ
ま
り
自
分
持
ち
に
な
り
ま
す
。
モ
ノ
に
よ
っ

て
は
送
料
が
高
く
つ
い
て
し
ま
い
ま
す
が
、
専
門
業
者

に
直
接
送
る
場
合
は
、
送
料
は
着
払
い
の
こ
と
も
多
い

で
す
し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
や
自
治
体
の
窓
口
、

ス
ー
パ
ー
な
ど
で
寄
付
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
い
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
組
合
員
向
け
に
、
切
手
や
プ
リ
ペ
イ

ド
カ
ー
ド
な
ど
の
小
さ
な
モ
ノ
の
寄
付
を
着
払
い
で
受

け
入
れ
て
い
る
生
協
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
団
体
や
施

設
に
よ
っ
て
は
、
常
時
、
募
集
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
年
賀
状
の
書
き
損
じ
や
余

り
が
出
る
年
始
か
ら
数
か
月
を
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
と

し
て
、
は
が
き
を
集
め
て
い
る
団
体
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、〝
う
わ
さ
〟
で
モ
ノ
を
集
め
て
し
ま
い
、

い
ざ
送
ろ
う
と
し
た
ら
寄
付
先
が
な
か
っ
た
、
と
い
う

話
も
聞
き
ま
す
。
プ
ル
タ
ブ
は
再
利
用
で
き
ま
す
が
、

現
在
は
ス
テ
イ
オ
ン
タ
ブ
（
缶
か
ら
は
ず
れ
な
い
よ
う

に
な
っ
て
い
る
）
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
缶
ご
と
集
め

た
方
が
は
る
か
に
効
率
が
良
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
タ
ブ

を
外
し
て
集
め
て
い
た
人
も
い
る
そ
う
で
す
。

はがきや切手の仕分けボランティアの皆さん。現在、事務所では人数を絞って作業を
お願いしているそうだ。

1,000円で、正規の学校に通えず、補習学級に通うスーダンの児童3人分の文房具を
支援できる。写真は JVCが運営するスーダンの補習学級で、学ぶ機会を得た子ども。
（写真提供／NPO法人日本国際ボランティアセンター（JVC））

「収集ボランティア」の「収集ボランティア」の
活動体験をご活動体験をご

シャプラニール＝市民に
よる海外協力の会

NPO法人日本国際ボラン
ティアセンター（JVC）

　

寄
付
す
る
際
の
こ
う
し
た
配
慮
は
、
自
分
が
使
用

し
た
モ
ノ
を
人
に
あ
げ
る
と
き
に
、磨
い
た
り
、洗
っ

た
り
す
る
の
と
同
じ
こ
と
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

「
も
っ
た
い
な
い
」
が
循
環
す
る

―�

収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
良
い
点
と
は
な
ん
で

し
ょ
う
？

　

身
近
な
モ
ノ
が
誰
か
の
役
に
立
つ
こ
と
、
作
業

時
間
が
か
か
ら
ず
、
す
き
間
の
時
間
で
で
き
る
こ

と
、
一
人
で
も
、
仲
間
と
一
緒
で
も
で
き
る
こ
と
。

そ
し
て
、「
も
っ
た
い
な
い
」
と
思
う
モ
ノ
が
循

環
し
、
誰
か
の
笑
顔
に
つ
な
が
る
こ
と
…
そ
ん
な

社
会
貢
献
活
動
で
す
。

東京ボランティア・市民活動センター（TVAC）
のカウンターでは、使用済み切手のほか、ベルマー
ク、使用済みプリペイドカードを募集している。
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編集部が体験してみました！

切手を仕分ける
寄付先の団体の説明を読み、寄付対象になる切手
とそうでないものをより分けます。
画像提供／NPO法人日本国際ボランティアセン
ター（JVC）日本と海外の切手、普通切手と記念切手を分ける、余白

は 5mm程度であったり１cm程度であったりと、受け
入れている団体によって異なるので、説明をよく読んで
仕分けます。

破れている切手や、セロテープがついたものは対象になりませ
ん。きれいな切手なのに残念！

指示に添って
ととのえる
手でちぎったような
ものは、切手のまわ
りをハサミできれい
に切ります。

2

3

寄付ボックスから切手を出す1

切手を送る
受け取った後に礼状をくださる団体も。礼状不要
にすることもできますが、グループで集めたとき
には、みんなに報告できます。

4

寄付ボックスに集まった切手を仕分けて、募集して
いる団体に送るまでの作業をご紹介します。

21-07-015_001_ボラ日：表2.indd   321-07-015_001_ボラ日：表2.indd   3 2021/08/16   13:10:492021/08/16   13:10:49



4 ネットワーク  2021/8

NO.373  2021 年

8月号

ボランティア・市民活動を広げ、応援する！

も くじ

ボランティア・市民活動に役立つ視点や情報をお届けします。深める

知 る ボランティア・市民活動のさまざまな形やボランティアに
一歩ふみだすヒントを、ご紹介します。
思い立ったがボラ日　 家族で、学校で、職場で、集めて送って、世界の人を笑顔に 
　　　　　　　　　 ～やってみよう、収集ボランティア～

1

つぶやきブレイク　vol.20　パダウの国22

いいもの みぃ～つけた！　vol.32　社会福祉法人めだかすとりぃむ すいーつばたけ
　　　　　　　　　　　　　　 　“ おいしい ” と “ 楽しい ” を届ける！

26

TVAC News vol.11　支援力アップ塾 2021 ／新刊のご案内21

もしもボランティア活動中に怪我をしたら…
怪我をさせたり、物を壊したら…

東京都社会福祉協議会指定生損保代理店
有限会社 東京福祉企画

〒162-0825 東京都新宿区神楽坂1-2
研究社英語センタービル 3階

TEL. 03-3268-0910
FAX. 03-3268-8832
URL. http://www.tokyo-fk.com/

※ボランティア保険お
よび行事保険の加入
は、東京都内の各区
市町村のボランティ
アセンターまたは東
京都社会福祉協議会
窓口で手続きができ
ます。 ◎福祉等に

従事する非
営利団体

◎ボランテ
ィア団体等

の市民活動
団体

加入できる
団体は…

加者全員とは…
被保険者（

補償の対象
者）※営利企業

（株式会社
・有限会社

等）が実施
主体である

行事は補償
の対象外と

しています
が、

　営利企業
が非営利で

行う社会貢
献活動に限

り補償対象
とします。

令和3年度
版

行事保険・
行事保険（

当日参加対
応型）とは

国内におい
て、福祉活

動やボラン
ティア活動

などを目的
として、ま

たは、市民
活動の一

環として、
非営利の

団体が主
催

する行事参
加中に

①行事参
加者が偶

然な事故
でケガを

した場合
の傷害補

償

②行事主
催者が行

事参加者
など他人

の身体や
財物に損

害を与え
、行事主催

者が法律
上の賠償

責任を負
った場

合の賠償
責任補償

の２つの補
償がセット

になった保
険です。

◆行事保険
（当日参加

対応型）は
、下記の点

が「行事保
険」と異な

ります。

１申込時点
で名簿の備

付が不可能
であるが、

当日であれ
ば名簿（氏

名のみ）の
備付が可能

な行事に対
応できます

。

２対象とな
る行事は、

宿泊を伴わ
ない事業で

あり、「行事
保険」の1

日行事区分
「a行事」

の範囲の行
事となりま

す。

３往復途
上の補償

は、ありま
せん。

４お申込
み時に人数

が確定して
いる必要は

ありません
が、予定さ

れている定
員数でお

申込みくだ
さい。

５行事当日
に参加者（

主催者、ス
タッフ含む

）の氏名（
フルネーム

）が記載さ
れた名簿を

作成いただ
くことが必

要です。

※事故発
生時には、

参加者全
員分の名

簿が必要と
なります。

行事保険

行事保険（
当日参加対

応型）
のご案内

保険期間

①ボランティア活動中の事故によりボランティア本人がケガをした

②ボランティアの方々が、ボランティア活動により他人に対して損害を

　与えたことにより、損害賠償問題が生じた①、②の場合を補償する保険です。

令和3年4

ボランティア保険とは

ボランティア保険のご案

令和3年度版

若者に寄り添う市民活動２ 
「ヤングケアラー」を考える

インタビュー 　在住外国人に関わる活動から見えてきた、
　　　　　　“ 見えづらい ” ヤングケアラーたち
◇新居みどり　ピナット～外国人支援ともだちネット　子ども学習支援教室コーディネーター

15

あすマネ　食品を届ける活動を始めたい
　　　　～食を介した活動とフードバンクの始め方～

17

対談 　“ きょうだい ”“ 子ども ” として生きること
　　　～家族をケアした経験のある人たちに聴く～
◇藤木和子　聞こえないきょうだいをもつ SODA の会　
◇坂本　拓　精神疾患の親をもつ子どもの会 こどもぴあ

10

寄稿  ヤングケアラー・若者ケアラーへの支援を考える
　　　～江戸川区におけるヤングケアラーの実態調査より～
◇毛塚香恵子　ケアラーパートナー ～木の根っこ～

6

セルフヘルプという力　第 28 回　感覚が人より深い HSP 
　　　　　　　　　　　　　　～感受性が強すぎると言われて育った私～
　　　　　　　　　　　　　　　　　  みきえさん
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ここ数年 “ヤングケアラー”＊の存在が社会的にも注目されています。ヤング
ケアラーを含むケアラーへの支援については、条例を制定するような自治体
の動きもでてきました。ヤングケアラーについては、ケアが家庭内で行われ
ているため、周囲からは気づかれにくく、むしろ「家族」としてケアを担う
ことを期待されている場合があることや、社会資源・公的サービスなどを利
用できることを知らないまま、孤立を深めたり、進学や就職など人生に関わ
る選択を躊躇したり、あきらめてしまう人がいるといった状況も指摘されて
います。また、ケアを必要とする人の理由や、そのくらしは多様であり、そ
のケアを担っているヤングケアラーの実態も様々だといえます。
前号に引き続き今号では、「若者に寄り添う市民活動」という観点から、活
動の中でこの問題にかかわりを持つようになった団体や当事者のお話を伺
い、今、様々な場面で、ヤングケアラーがどのような状況に置かれ、どのよ
うな課題があるのか、これからの求められる社会の在り方についてあらため
て考えます。

＊一般社団法人日本ケアラー連盟では、ヤングケアラー（子どもケアラー）について「家族にケアを
要する人がいる場合に、大人が担うようなケア責任を引き受け、家事や家族の世話、介護、感情面の
サポートなどを行っている、18歳未満の子どものこと。ケアが必要な人は、主に、障がいや病気のあ
る親や高齢の祖父母だが、きょうだいや他の親族の場合もある」としている。

特集
若者に寄り添う市民活動２
「ヤングケアラー」を考える

ネットワーク  2021/8 5
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特 集   若者に寄り添う市民活動2   「ヤングケアラー」を考える

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
・
若
者
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
支
援
を
考
え
る

〜 
江
戸
川
区
に
お
け
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
調
査
よ
り 

〜

寄稿

  

毛
塚
香
恵
子 

（
ケ
ア
ラ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー 

〜
木
の
根
っ
こ
〜
）

私
は
１
９
９
６
年
３
月
、仲
間
と
共
に

ひ
と
つ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
発
足
さ
せ
ま
し
た

（
２
０
０
０
年
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格
取
得
）。　

「
人
は
誰
し
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自

分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る
権
利
を
保
障
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
い
う
理
念
を

掲
げ
、こ
れ
ま
で「
家
族
」が
担
っ
て
き
た

介
護
を「
地
域
が
支
え
る
し
く
み
」に
変

え
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
た
会
員
相
互
の

助
け
合
い
の
組
織
で
す
。

か
つ
て
自
分
自
身
が
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

だ
っ
た
と
い
う
若
者
た
ち
が
、そ
れ
ぞ
れ

の
体
験
を
語
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で「
住

み
慣
れ
た
家
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け

た
い
と
い
う
思
い
」を
支
え
た
い
と
活
動

を
続
け
て
き
た
私
た
ち
は
、家
族
の
在
宅

で
の
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
に
大
き
な
負

担
を
強
い
ら
れ
、自
ら
の
生
活
や
将
来
に

影
響
を
受
け
て
き
た
体
験
者
の
話
に
、大

き
な
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

■

２
０
１
７
年

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
の
出
会
い

私
が
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
・
若
者
ケ
ア
ラ
ー

が
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
初
め
て
気
づ
か

さ
れ
た
の
は
２
０
１
７
年
、地
域
で
共
に

活
動
す
る
仲
間
と
参
加
し
た
セ
ミ
ナ
ー
で

の
こ
と
で
し
た
。「
障
害
や
病
気
を
も
つ

家
族
を
ケ
ア
す
る
子
ど
も
・
若
者
た
ち
に

希
望
を
」と
題
し
た
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

■ こんな人がヤングケアラーです。

さ
ら
に
２
０
０
４
年
12
月
、そ
れ
ま
で

の
活
動
の
延
長
線
上
に
、人
と
人
と
が
互

い
の
か
か
わ
り
の
中
で
自
分
ら
し
く
暮
ら

し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る「
高
齢
者
の
協

同
住
宅
」を
開
設
し
ま
し
た
。

そ
し
て
今
、新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
・
若
者
ケ
ア
ラ
ー
＊
へ

の
支
援
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

6 ネットワーク  2021/8
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特 集   若者に寄り添う市民活動2   「ヤングケアラー」を考える

調査から明らかになった、ヤングケアラー・若者ケアラーの姿 （報告書より）

● 回答者の約半数（49.1％）が、「ヤングケアラー」「ケ
アを担う子どもたち・若者たち」などの言葉を聞いたこ
とがあると回答しました。

● 関わっている（いた）子どもや若者の中に、あるいは
関わっている（いた）家庭の中に、家族のケアをしてい
ると思われる子どもや若者がいるか（いたか）に対し、
164 人（48.2％）がいる（いた）と回答しました。調査
に協力いただいた医療・福祉・教育の現場で働く人の
2 人に 1 人が、ケアを担う子どもや若者の存在を認識
しているという結果でした。

●「ヤングケアラー」「ケアを担う子どもたち・若者たち」
などの言葉を聞いたことがあると回答した 167 人中、
104 人（63.4％）の方が、ケアを担う子どもや若者が
いる（いた）と答えています。これに対し、「ヤングケア
ラー」「ケアを担う子どもたち・若者たち」などの言葉
を聞いたことがないと回答した 169 人中、ケアを担う
子どもや若者がいる（いた）と答えた方は 58 人（35.4％）
に留まりました。社会的問題としての認識が、問題の
発見につながると推測されます。

● ケアをしている子どもや若者の性別は男性が 38.7％、
女性が 57.7％という結果でした。年齢は、中学生が一
番多く、35.8％という結果でした。

● ケアをしている相手で一番多かったのは母親で、精神
疾患・病気・身体障害といった状態が挙げられました。

● ケアの内容として多かったのは家事と話し相手・見守り
です（右表）。　

● ケアを担っている頻度としては、ほぼ毎日と、週に 4~5
日を合わせると 71.5％という結果で、家族のケアを毎
日の日課に組み込んでいる子どもや若者が７割強いる
ことが分かりました。

● ケアを担うことになった理由についての認識では、多く
の回答者が、ひとり親である、親に精神疾患がある、
他にケアの担い手がいないことを挙げています。

● 他に支援者がいるかという問いに対して、62.0％の方
がいると回答しましたが、いないと答えた方も 31 人

（22.6％）おり、5 人に 1 人強は支援者が誰もいない

状況にあることが分かりました。支援者の多くは、医療・
福祉・学校関係者という結果でした。

● 子どもや若者の生活への影響について、特に影響がな
いと答えたのは 11 人にとどまり、回答者の 92.0％は
影響があると感じていました。多い順に、精神面 50 人

（36.5％）、学校を休む 47 人（34.3％）という結果でした。

● 訪問先の家庭で、子どもや若者が問題を抱えていると
気づいた時の対応については、131 人の方がご自身の
体験を記述しています。どうしたら良いか分からなかっ
た、どこに何を求めていいか不明でもどかしかった、と
いった内容もありましたが、多くは情報提供や関係機
関につなぎケアラーの負担軽減をした、相談相手になっ
た等、具体的に子どもや若者を支援したと回答してい
ます。

● 必要な支援については 228 人から回答をいただきまし
た。ヤングケアラーを知る・理解する、相談できる場
所をつくる、ヤングケアラーの生活を支援する、居場
所をつくる、支援するしくみを作るなど、たくさんの意
見が出されました。

● 仕事を活かしてできることについても、206 人から回
答をいただきました。ケアラーの存在を発見する、情
報提供、話を聞く、ケアラーの居場所を作る、関係機
関を調整し各役割を最大限に活かすようなしくみや、学
校や地域が連携し子どもが見落とされないように支援
するしくみを作る等、たくさんの意見をいただきました。

「ケアを担う子どもたち・若者たちを支援するための調査」 実施概要

 調査期間 2019 年 11 月 30 日～ 2020 年１月 20 日
 実施方法 無記名・自記式アンケート調査
 調査者 「ケアを担う若者たちの声を聴こう！」実行委員会
 調査協力者 教育・医療・保健・福祉の現場で働く専門職の方々
 回答者数 340 人
 後援 江戸川区・江戸川区社会福祉協議会

報告書PDF

ラ
ー
自
身
も
、
自
分
の
家
族
の
こ
と
や
、

自
分
が
家
族
を
ケ
ア
し
て
い
る
こ
と
を

知
ら
れ
た
く
な
い
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
、ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
・
若
者
ケ
ア
ラ
ー
の
い
る
家
庭
に
、

医
療
や
福
祉
、保
健
を
通
じ
て
関
わ
る
可

能
性
が
あ
る
、専
門
職
の
皆
さ
ん
に
協
力

い
た
だ
く
方
法
を
考
え
、勉
強
会
当
日
に

実
態
調
査
の
実
施
を
提
案
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

最
終
的
に
実
態
調
査
は
、勉
強
会
に
参

加
し
た
皆
さ
ん
に
加
え
、江
戸
川
区
の
福

祉
部
・
健
康
部
・
子
ど
も
家
庭
部
・
教
育
委

員
会
、社
会
福
祉
協
議
会
の
協
力
を
得
て

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た（
次
頁
参
照
）。

■

「ケ
ア
ラ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー  

～
木
の
根
っこ
～
」を
発
足

私
た
ち
は
調
査
終
了
後
の
２
０
２
０
年

３
月
、今
回
の
調
査
結
果
を
も
と
に
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
・
若
者
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
支
援

を
考
え
る
た
め
の
報
告
会
の
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
し
た
が
、新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
の
影
響
で
残
念
な
が
ら
報
告
会
は
中
止

と
な
り
、「
報
告
書
」の
配
布
に
留
ま
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、調
査
に

協
力
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
、お
一
人
お
ひ

と
り
に
報
告
書
を
お
配
り
す
る
と
共
に
、

「
後
援
」と
い
う
形
で
後
押
し
し
て
い
た
だ

い
た
江
戸
川
区
に
対
し
、区
長
へ
の
面
談
、

「
ケ
ア
を
担
う
子
ど
も
や
若
者
の
現
状
」

と
題
し
て
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
や
若
者
ケ
ア

ラ
ー
と
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
子
ど

も
や
若
者
の
こ
と
か
、問
題
は
ど
こ
に
あ

る
の
か
、ケ
ア
ラ
ー
を
支
援
す
る
こ
と
の

必
要
性
に
つ
い
て
お
話
を
う
か
が
い
ま
し

た
。
ま
た
、小
学
４
年
生
の
時
か
ら
祖
母

の
介
護
を
担
っ
て
き
た
と
い
う
若
者
に
、

そ
の
体
験
談
を
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
江
戸
川
区
内
で
働
く
医
療
・

福
祉
・
保
健
関
係
者
を
中
心
に
１
１
４
人

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
会
場
か
ら
も「
自

分
が
関
わ
っ
て
い
る
家
庭
に
も
ケ
ア
ラ
ー

と
思
わ
れ
る
子
ど
も
が
い
る
」と
い
っ
た

報
告
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
勉
強
会
で
は
も
う
一
つ
、実
行
委

員
会
か
ら
提
案
を
行
い
ま
し
た
。
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
・
若
者
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
調
査

を
実
施
し
よ
う
と
い
う
内
容
で
す
。

■

３
４
０
人
が
参
加
し
た 

「ケ
ア
を
担
う
子
ど
も
た
ち
・若
者 

た
ち
を
支
援
す
る
た
め
の
調
査
」

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
・
若
者
ケ
ア
ラ
ー
は
、

見
よ
う
と
し
な
い
と
見
え
な
い
存
在
、見

よ
う
と
し
て
も
見
え
に
く
い
存
在
だ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
が
家
族
の
介
護

を
す
る
と
い
う
こ
と
は
想
像
し
に
く
い
、

あ
る
い
は
周
囲
か
ら
は
家
族
の
世
話
す

る
良
い
子
と
見
え
て
し
ま
う
。
ま
た
ケ
ア

こ
の
日
、報
告
者
が
一
様
に
口
に
し
て

い
た
の
が
、「
自
分
の
こ
と（
置
か
れ
た
状

況
）は
誰
も
知
ら
な
い
。
そ
れ
が
一
番
つ

ら
か
っ
た
」と
い
う
内
容
で
し
た
。
た
ま

た
ま
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
同
じ
テ
ー
ブ
ル

に
つ
い
た
若
い
女
性
も
、「
自
分
は
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
で
す
。
こ
こ
に
来
れ
ば
、自

分
の
今
の
状
況
を
理
解
し
て
く
れ
る
人
に

会
え
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
参
加
し

ま
し
た
。
今
日
来
て
、ほ
ん
と
う
に
良
か
っ

た
」と
、涙
を
浮
か
べ
な
が
ら
話
し
て
い

ま
し
た
。

地
域
社
会
の
中
で
、ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
・

若
者
ケ
ア
ラ
ー
た
ち
を
孤
立
さ
せ
て
は
い

け
な
い
。
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
・
若
者
ケ
ア

ラ
ー
を
支
え
る
必
要
性
を
強
く
感
じ
ま
し

た
。

■

２
０
１
９
年
11
月 

「ケ
ア
を
担
う
若
者
た
ち
の 

声
を
聴
こ
う
」勉
強
会
を
開
催

「
何
か
し
な
く
て
は
」と
思
い
な
が
ら
も
、

仕
事
に
忙
殺
さ
れ
る
日
々
。
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
・
若
者
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
む
け
た
行

動
を
起
こ
す
に
は
、思
い
の
外
時
間
が
か

か
り
ま
し
た
。そ
れ
で
も
２
０
１
９
年
、介

護
現
場
で
働
く
仲
間
た
ち
と
実
行
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、11
月
30
日
に
、ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
・
若
者
ケ
ア
ラ
ー
を
テ
ー
マ
と
し
た

勉
強
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

勉強会 「ケアを担う若者たちの声を聴こう！」

 開催日時 2019 年 11 月 30 日（土）18 時半～ 20 時 45 分
 開催会場 江戸川区　グリーンパレス
 主催 「ケアを担う若者たちの声を聴こう！」実行委員会準備会
 後援 江戸川区、江戸川区社会福祉協議会
 プログラム ① 講演「ケアを担う子どもや若者の現状」　
 　堀越栄子氏（日本ケアラー連盟代表理事・日本女子大学名誉教授）
 ② ケアを担う（担っていた）若者の体験談

実
行
委
員
会
で
は
ま
ず
、多
く
の
人
た

ち
に
問
題
を
共
有
し
て
も
ら
い
た
い
と
考

え
ま
し
た
。
私
た
ち
自
身
が
そ
う
で
あ
っ

た
よ
う
に
、ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
や
若
者
ケ

ア
ラ
ー
と
い
う
存
在
を
知
り
、ケ
ア
ラ
ー

た
ち
が
抱
え
て
い
る
問
題
に
目
を
向
け
、

そ
れ
ら
を
解
決
す
る
た
め
の
支
援
を
一
緒

に
考
え
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

当
日
は
、日
本
ケ
ア
ラ
ー
連
盟
の
代
表

理
事
を
さ
れ
て
い
る
堀
越
栄
子
さ
ん
か
ら
、
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特 集   若者に寄り添う市民活動2   「ヤングケアラー」を考える

調査から明らかになった、ヤングケアラー・若者ケアラーの姿 （報告書より）

● 回答者の約半数（49.1％）が、「ヤングケアラー」「ケ
アを担う子どもたち・若者たち」などの言葉を聞いたこ
とがあると回答しました。

● 関わっている（いた）子どもや若者の中に、あるいは
関わっている（いた）家庭の中に、家族のケアをしてい
ると思われる子どもや若者がいるか（いたか）に対し、
164 人（48.2％）がいる（いた）と回答しました。調査
に協力いただいた医療・福祉・教育の現場で働く人の
2 人に 1 人が、ケアを担う子どもや若者の存在を認識
しているという結果でした。

●「ヤングケアラー」「ケアを担う子どもたち・若者たち」
などの言葉を聞いたことがあると回答した 167 人中、
104 人（63.4％）の方が、ケアを担う子どもや若者が
いる（いた）と答えています。これに対し、「ヤングケア
ラー」「ケアを担う子どもたち・若者たち」などの言葉
を聞いたことがないと回答した 169 人中、ケアを担う
子どもや若者がいる（いた）と答えた方は 58 人（35.4％）
に留まりました。社会的問題としての認識が、問題の
発見につながると推測されます。

● ケアをしている子どもや若者の性別は男性が 38.7％、
女性が 57.7％という結果でした。年齢は、中学生が一
番多く、35.8％という結果でした。

● ケアをしている相手で一番多かったのは母親で、精神
疾患・病気・身体障害といった状態が挙げられました。

● ケアの内容として多かったのは家事と話し相手・見守り
です（右表）。　

● ケアを担っている頻度としては、ほぼ毎日と、週に 4~5
日を合わせると 71.5％という結果で、家族のケアを毎
日の日課に組み込んでいる子どもや若者が７割強いる
ことが分かりました。

● ケアを担うことになった理由についての認識では、多く
の回答者が、ひとり親である、親に精神疾患がある、
他にケアの担い手がいないことを挙げています。

● 他に支援者がいるかという問いに対して、62.0％の方
がいると回答しましたが、いないと答えた方も 31 人

（22.6％）おり、5 人に 1 人強は支援者が誰もいない

状況にあることが分かりました。支援者の多くは、医療・
福祉・学校関係者という結果でした。

● 子どもや若者の生活への影響について、特に影響がな
いと答えたのは 11 人にとどまり、回答者の 92.0％は
影響があると感じていました。多い順に、精神面 50 人

（36.5％）、学校を休む 47 人（34.3％）という結果でした。

● 訪問先の家庭で、子どもや若者が問題を抱えていると
気づいた時の対応については、131 人の方がご自身の
体験を記述しています。どうしたら良いか分からなかっ
た、どこに何を求めていいか不明でもどかしかった、と
いった内容もありましたが、多くは情報提供や関係機
関につなぎケアラーの負担軽減をした、相談相手になっ
た等、具体的に子どもや若者を支援したと回答してい
ます。

● 必要な支援については 228 人から回答をいただきまし
た。ヤングケアラーを知る・理解する、相談できる場
所をつくる、ヤングケアラーの生活を支援する、居場
所をつくる、支援するしくみを作るなど、たくさんの意
見が出されました。

● 仕事を活かしてできることについても、206 人から回
答をいただきました。ケアラーの存在を発見する、情
報提供、話を聞く、ケアラーの居場所を作る、関係機
関を調整し各役割を最大限に活かすようなしくみや、学
校や地域が連携し子どもが見落とされないように支援
するしくみを作る等、たくさんの意見をいただきました。

「ケアを担う子どもたち・若者たちを支援するための調査」 実施概要

 調査期間 2019 年 11 月 30 日～ 2020 年１月 20 日
 実施方法 無記名・自記式アンケート調査
 調査者 「ケアを担う若者たちの声を聴こう！」実行委員会
 調査協力者 教育・医療・保健・福祉の現場で働く専門職の方々
 回答者数 340 人
 後援 江戸川区・江戸川区社会福祉協議会

報告書PDF

ラ
ー
自
身
も
、
自
分
の
家
族
の
こ
と
や
、

自
分
が
家
族
を
ケ
ア
し
て
い
る
こ
と
を

知
ら
れ
た
く
な
い
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
、ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
・
若
者
ケ
ア
ラ
ー
の
い
る
家
庭
に
、

医
療
や
福
祉
、保
健
を
通
じ
て
関
わ
る
可

能
性
が
あ
る
、専
門
職
の
皆
さ
ん
に
協
力

い
た
だ
く
方
法
を
考
え
、勉
強
会
当
日
に

実
態
調
査
の
実
施
を
提
案
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

最
終
的
に
実
態
調
査
は
、勉
強
会
に
参

加
し
た
皆
さ
ん
に
加
え
、江
戸
川
区
の
福

祉
部
・
健
康
部
・
子
ど
も
家
庭
部
・
教
育
委

員
会
、社
会
福
祉
協
議
会
の
協
力
を
得
て

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た（
次
頁
参
照
）。

■

「ケ
ア
ラ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー  

～
木
の
根
っこ
～
」を
発
足

私
た
ち
は
調
査
終
了
後
の
２
０
２
０
年

３
月
、今
回
の
調
査
結
果
を
も
と
に
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
・
若
者
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
支
援

を
考
え
る
た
め
の
報
告
会
の
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
し
た
が
、新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
の
影
響
で
残
念
な
が
ら
報
告
会
は
中
止

と
な
り
、「
報
告
書
」の
配
布
に
留
ま
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、調
査
に

協
力
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
、お
一
人
お
ひ

と
り
に
報
告
書
を
お
配
り
す
る
と
共
に
、

「
後
援
」と
い
う
形
で
後
押
し
し
て
い
た
だ

い
た
江
戸
川
区
に
対
し
、区
長
へ
の
面
談
、

「
ケ
ア
を
担
う
子
ど
も
や
若
者
の
現
状
」

と
題
し
て
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
や
若
者
ケ
ア

ラ
ー
と
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
子
ど

も
や
若
者
の
こ
と
か
、問
題
は
ど
こ
に
あ

る
の
か
、ケ
ア
ラ
ー
を
支
援
す
る
こ
と
の

必
要
性
に
つ
い
て
お
話
を
う
か
が
い
ま
し

た
。
ま
た
、小
学
４
年
生
の
時
か
ら
祖
母

の
介
護
を
担
っ
て
き
た
と
い
う
若
者
に
、

そ
の
体
験
談
を
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
江
戸
川
区
内
で
働
く
医
療
・

福
祉
・
保
健
関
係
者
を
中
心
に
１
１
４
人

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
会
場
か
ら
も「
自

分
が
関
わ
っ
て
い
る
家
庭
に
も
ケ
ア
ラ
ー

と
思
わ
れ
る
子
ど
も
が
い
る
」と
い
っ
た

報
告
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
勉
強
会
で
は
も
う
一
つ
、実
行
委

員
会
か
ら
提
案
を
行
い
ま
し
た
。
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
・
若
者
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
調
査

を
実
施
し
よ
う
と
い
う
内
容
で
す
。

■

３
４
０
人
が
参
加
し
た 

「ケ
ア
を
担
う
子
ど
も
た
ち
・若
者 

た
ち
を
支
援
す
る
た
め
の
調
査
」

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
・
若
者
ケ
ア
ラ
ー
は
、

見
よ
う
と
し
な
い
と
見
え
な
い
存
在
、見

よ
う
と
し
て
も
見
え
に
く
い
存
在
だ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
が
家
族
の
介
護

を
す
る
と
い
う
こ
と
は
想
像
し
に
く
い
、

あ
る
い
は
周
囲
か
ら
は
家
族
の
世
話
す

る
良
い
子
と
見
え
て
し
ま
う
。
ま
た
ケ
ア

こ
の
日
、報
告
者
が
一
様
に
口
に
し
て

い
た
の
が
、「
自
分
の
こ
と（
置
か
れ
た
状

況
）は
誰
も
知
ら
な
い
。
そ
れ
が
一
番
つ

ら
か
っ
た
」と
い
う
内
容
で
し
た
。
た
ま

た
ま
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
同
じ
テ
ー
ブ
ル

に
つ
い
た
若
い
女
性
も
、「
自
分
は
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
で
す
。
こ
こ
に
来
れ
ば
、自

分
の
今
の
状
況
を
理
解
し
て
く
れ
る
人
に

会
え
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
参
加
し

ま
し
た
。
今
日
来
て
、ほ
ん
と
う
に
良
か
っ

た
」と
、涙
を
浮
か
べ
な
が
ら
話
し
て
い

ま
し
た
。

地
域
社
会
の
中
で
、ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
・

若
者
ケ
ア
ラ
ー
た
ち
を
孤
立
さ
せ
て
は
い

け
な
い
。
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
・
若
者
ケ
ア

ラ
ー
を
支
え
る
必
要
性
を
強
く
感
じ
ま
し

た
。

■

２
０
１
９
年
11
月 

「ケ
ア
を
担
う
若
者
た
ち
の 

声
を
聴
こ
う
」勉
強
会
を
開
催

「
何
か
し
な
く
て
は
」と
思
い
な
が
ら
も
、

仕
事
に
忙
殺
さ
れ
る
日
々
。
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
・
若
者
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
む
け
た
行

動
を
起
こ
す
に
は
、思
い
の
外
時
間
が
か

か
り
ま
し
た
。そ
れ
で
も
２
０
１
９
年
、介

護
現
場
で
働
く
仲
間
た
ち
と
実
行
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、11
月
30
日
に
、ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
・
若
者
ケ
ア
ラ
ー
を
テ
ー
マ
と
し
た

勉
強
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

勉強会 「ケアを担う若者たちの声を聴こう！」

 開催日時 2019 年 11 月 30 日（土）18 時半～ 20 時 45 分
 開催会場 江戸川区　グリーンパレス
 主催 「ケアを担う若者たちの声を聴こう！」実行委員会準備会
 後援 江戸川区、江戸川区社会福祉協議会
 プログラム ① 講演「ケアを担う子どもや若者の現状」　
 　堀越栄子氏（日本ケアラー連盟代表理事・日本女子大学名誉教授）
 ② ケアを担う（担っていた）若者の体験談

実
行
委
員
会
で
は
ま
ず
、多
く
の
人
た

ち
に
問
題
を
共
有
し
て
も
ら
い
た
い
と
考

え
ま
し
た
。
私
た
ち
自
身
が
そ
う
で
あ
っ

た
よ
う
に
、ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
や
若
者
ケ

ア
ラ
ー
と
い
う
存
在
を
知
り
、ケ
ア
ラ
ー

た
ち
が
抱
え
て
い
る
問
題
に
目
を
向
け
、

そ
れ
ら
を
解
決
す
る
た
め
の
支
援
を
一
緒

に
考
え
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

当
日
は
、日
本
ケ
ア
ラ
ー
連
盟
の
代
表

理
事
を
さ
れ
て
い
る
堀
越
栄
子
さ
ん
か
ら
、
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特 集   若者に寄り添う市民活動2   「ヤングケアラー」を考える

〝
き
ょ
う
だ
い
〞〝
子
ど
も
〞と
し
て
生
き
る
こ
と

〜 

家
族
を
ケ
ア
し
た
経
験
の
あ
る
人
た
ち
に
聴
く 

〜

対談

藤
木
和
子 

（
聞
こ
え
な
い
き
ょ
う
だ
い
を
も
つ
Ｓソ

ー

ダ

Ｏ
Ｄ
Ａ
の
会
）

坂
本 

拓 

（
精
神
疾
患
の
親
を
も
つ
子
ど
も
の
会 
こ
ど
も
ぴ
あ
）

障
が
い
や
疾
患
の
あ
る
家
族
を
も
つ
人

た
ち
の
た
め
の
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
グ
ル
ー

プ
*1
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
ン
バ
ー

に
は
、ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は
う
た
っ
て

い
な
い
も
の
の
、家
族
の
ケ
ア
を
し
て
き

た（
し
て
い
る
）人
も
多
く
存
在
す
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
で
は
、セ
ル
フ
ヘ
ル

プ
グ
ル
ー
プ
の
代
表
の
方
に
、そ
れ
ぞ
れ

の
経
験
を
交
え
な
が
ら
お
話
し
い
た
だ
き
、

家
族
の
ケ
ア
を
す
る
若
者
の
姿
に
つ
い
て

考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

■

〝ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
〟と
し
て

自
身
を
振
り
返
る

―
ま
ず
は
、＂
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
＂と
い

う
視
点
か
ら
ご
自
身
の
経
験
を
お
話
し
い

た
だ
け
ま
す
か
。　

坂
本
　
自
分
で
は
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
い

う
自
覚
は
あ
り
ま
せ
ん
。
グ
ル
ー
プ
を
立

ち
上
げ
た
２
０
１
８
年
当
初
に
は『
ヤ
ン

感
じ
ま
し
た
。
21
歳
の
と
き
、お
母
さ
ん

と
別
々
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
、そ
れ
か

ら
9
年
経
ち
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
と
は
頻

繁
に
会
う
こ
と
は
な
く
な
り
、こ
ど
も
ぴ

あ（
後
述
）を
応
援
し
て
く
れ
て
い
る
横
山

恵
子
先
生
*2
か
ら
は「
遅
い
反
抗
期
を
い

ま
迎
え
て
い
る
ん
だ
ね
」と
言
わ
れ
ま
す
。

藤
木
　
私
に
は
、聞
こ
え
な
い
弟
が
い
ま

す
。
弟
に
対
す
る
ケ
ア
は「
通
訳
」な
ど
に

な
り
ま
す
が
、遊
び
の
延
長
の
よ
う
な
も

の
だ
っ
た
の
で
特
に
負
担
に
感
じ
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
れ
よ
り
も
、母
の
相
談
相
手

や
感
情
面
の
サ
ポ
ー
ト
、父
の
私
に
対
す

る「
弟
の
分
ま
で
頑
張
れ
」と
い
う
期
待

に
応
え
る
こ
と
の
方
が
私
に
と
っ
て
は「
ケ

ア
」だ
っ
た
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。

と
い
っ
て
も
、自
分
が「
ザ
・
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
」や「
ザ
・
き
ょ
う
だ
い
」だ
と
は
思
っ

て
い
ま
せ
ん
。「
聞
こ
え
な
い
と
い
う
障

が
い
は
軽
い
よ
ね
」と
か
、「
弁
護
士
に
な

れ
た
ん
だ
か
ら
、過
去
は
い
い
の
で
は
？
」

な
ど
は
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
私
な
り
に
傷

グ
ケ
ア
ラ
ー 

︱
介
護
を
担
う
子
ど
も
・
若

者
の
現
実
』（
著
・
澁
谷
智
子
）と
い
う
本
が

話
題
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
と
い
う
言
葉
は
全
く
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
設
立
の
半
年
後
頃
に
、取
材
を

受
け
た
と
き「
坂
本
さ
ん
は
元
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
で
す
よ
ね
」と
言
わ
れ
、そ
う
な

の
か
と
思
い
ま
し
た
。
社
会
が
型
に
は
め

た
い
だ
け
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
が
、自

分
の
し
て
き
た
こ
と
が「
ケ
ア
」に
値
す

る
こ
と
だ
っ
た
と
客
観
的
に
気
づ
く
機
会

に
は
な
り
ま
し
た
。
僕
の
場
合
は
、僕
が

中
学
生
の
と
き
に
、お
母
さ
ん
が
お
父
さ

ん
と
の
喧
嘩
で
リ
ス
ト
カ
ッ
ト
を
し
た

の
を
機
に
具
合
が
悪
く
な
っ
て
い
き
、最

終
的
に
う
つ
病
パ
ニ
ッ
ク
障
害
と
診
断
さ

れ
ま
し
た
。
家
の
中
で
病
気
と
向
き
合
え

る
の
は
僕
だ
け
で
、お
母
さ
ん
の
具
合
の

悪
い
と
き
に
お
姉
ち
ゃ
ん
は
帰
っ
て
こ
な

か
っ
た
り
、部
屋
に
こ
も
っ
た
り
し
て
い

ま
し
た
。
大
人
に
な
っ
て
お
姉
ち
ゃ
ん
の

苦
し
み
が
わ
か
り
ま
し
た
が
、当
時
は
自

分
だ
け
が
押
し
付
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に

SODAの会の活動での一コマ。
（写真提供／聞こえないきょうだい

 をもつSODAの会）

ラ
ー
・
若
者
ケ
ア
ラ
ー
と
思
わ
れ
る
子
ど

も
を
見
つ
け
た
専
門
職
の
多
く
が
、子
ど

も
へ
の
何
ら
か
の
支
援
の
必
要
性
を
感
じ

自
ら
行
動
し
た
様
子
が
浮
か
ん
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
、問
題
が
家
族
関
係
に
及
ぶ

ケ
ー
ス
や
、金
銭
が
絡
む
ケ
ー
ス
、子
ど

も
自
身
が
全
く
問
題
を
感
じ
て
い
な
い

ケ
ー
ス
等
、問
題
が
複
雑
で
対
応
が
難
し

く
、「
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら
な

か
っ
た
」「
ど
こ
に
何
を
求
め
て
い
い
か
不

明
で
も
ど
か
し
か
っ
た
」と
い
っ
た
回
答

も
見
ら
れ
ま
し
た
。
ケ
ア
ラ
ー
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
を
発
見
し
た
ら
相

談
で
き
る「
相
談
窓
口
」を
、見
え
る
形
で

作
る
こ
と
が
急
が
れ
ま
す
。
ま
た
、ケ
ア

ラ
ー
自
身
が
悩
み
を
打
ち
明
け
ら
れ
る
し

く
み
も
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

さ
ら
に
相
談
内
容
に
対
し
、適
切
な
支

援
を
行
う
た
め
に
は
、ケ
ア
ラ
ー
に
ど
の

よ
う
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の
か
を
見
極
め
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
支

援
計
画
の
作
成
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る

か
を
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
具
体
的
な
支
援
に
あ
た
っ
て
は
、

複
数
の
機
関
や
事
業
所
が
連
携
す
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
場
合
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で

す
。
こ
の
よ
う
な
様
々
な
課
題
を
解
決
し

て
い
く
た
め
の
提
案
も
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

「
木
の
根
っ
こ
」の
活
動
は
始
ま
っ
た

ば
か
り
で
す
。
自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る

の
か
、ま
だ
ま
だ
手
探
り
の
状
況
で
す
。

し
か
し
、多
様
な
経
験
を
重
ね
豊
富
な
知

識
を
身
に
つ
け
る
重
要
な
時
期
や
、進
学

や
就
職
と
い
っ
た
人
生
の
タ
ー
ニ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
と
も
言
え
る
大
事
な
時
期
に

あ
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
・
若
者
ケ
ア
ラ
ー

が
、孤
立
し
、健
康
を
損
ね
た
り
、機
会
を

逃
す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、そ
し
て
ま
た
、

ケ
ア
の
負
担
を
負
う
こ
と
の
な
い
他
の
子

ど
も
や
若
者
が
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き

る
人
生
の
選
択
肢
を
、同
様
に
保
障
さ
れ

る
よ
う
な
地
域
社
会
を
築
い
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
＊
若
者
ケ
ア
ラ
ー 

18
歳
～
お
お
む
ね
30
歳
代
ま
で
の
ケ
ア

ラ
ー
を
想
定
︒
ケ
ア
の
内
容
は
子
ど
も

ケ
ア
ラ
ー
と
同
様
だ
が
︑ケ
ア
責
任
が

よ
り
重
く
な
る
こ
と
も
あ
る
︒
若
者
ケ

ア
ラ
ー
に
は
︑子
ど
も
ケ
ア
ラ
ー
が
ケ

ア
を
継
続
し
て
い
る
場
合
と
︑18
歳
を

越
え
て
か
ら
ケ
ア
が
は
じ
ま
る
場
合
と

が
あ
る
︒︵
一
般
社
団
法
人
日
本
ケ
ア

ラ
ー
連
盟
Ｈ
Ｐ
よ
り
︶

一般社団法人
日本ケアラー連盟

NPO法人
江戸川区
ケアマネジャー協会

能
性
を
持
つ
自
分
た
ち
だ
か
ら
こ
そ
、ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
・
若
者
ケ
ア
ラ
ー
を
早
期

に
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
ケ
ア
ラ
ー
が
必
要
と
し
て

い
る
支
援
に
つ
な
ぐ
た
め
に
は
、こ
う
し

た
専
門
職
が
、ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
・
若
者

ケ
ア
ラ
ー
の
問
題
を
き
ち
ん
と
認
識
し
、

ケ
ア
ラ
ー
に
気
づ
く
目
を
持
つ
こ
と
が
大

事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
、区
は
江
戸
川
区
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
協
会
に
委
託
し
て
い
る
多
職
種

連
携
研
修
で
、ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
テ
ー

マ
に
取
り
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
時
作
成
さ

れ
た
動
画
は
、そ
の
後
庁
内
で
も
職
員
向

け
に
配
信
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
、い
ろ

い
ろ
な
形
で
、様
々
な
対
象
に
向
け
た
研

修
を
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。

ま
た
私
た
ち
は
現
在
、
啓
発
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
・
若
者
ケ
ア
ラ
ー
と
は
、

ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
子
ど
も
や
若
者

か
、ケ
ア
ラ
ー
へ
の
支
援
の
必
要
性
、発

見
す
る
た
め
の
着
目
点
、相
談
窓
口
の
紹

介
等
々
を
盛
り
込
む
予
定
で
い
ま
す
。

２
． 

相
談
窓
口
機
能
の
充
実
を

     

図
る
た
め
に

ケ
ア
ラ
ー
を
発
見
し
た
ら
、具
体
的
支

援
に
つ
な
げ
る
た
め
、ど
う
す
れ
ば
い
い

の
か
。
調
査
の
回
答
か
ら
、ヤ
ン
グ
ケ
ア

調
査
に
協
力
い
た
だ
い
た
部
署
の
課
長
に

お
集
ま
り
い
た
だ
き
意
見
交
換
会
等
を
行

い
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
、ケ
ア
ラ
ー
へ
の
具
体
的
支

援
の
動
き
を
ど
の
よ
う
に
作
っ
て
い
く
の

か
⋮
そ
れ
が
私
た
ち
の
課
題
と
な
り
ま
し

た
。調

査
票
の
集
計
・
分
析
に
は
、
調
査
に

参
加
し
た
人
、十
数
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

勉
強
会
の
講
師
を
お
願
い
し
た
堀
越
栄
子

さ
ん
に
も
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
行
っ
た
こ

の
日
の
作
業
は
、参
加
し
た
者
に
多
く
の

こ
と
を
気
づ
か
せ
る
も
の
で
し
た
。「
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
・
若
者
ケ
ア
ラ
ー
に
は
支

援
が
必
要
で
あ
る
。
ケ
ア
ラ
ー
を
孤
立
さ

せ
て
は
な
ら
な
い
」そ
ん
な
思
い
を
共
有

す
る
メ
ン
バ
ー
が
再
び
集
ま
る
の
は
、も

は
や
必
然
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
・
若
者
ケ
ア
ラ
ー
が

抱
え
る
問
題
を
整
理
す
る
た
め
の
勉
強
会

を
経
て
、２
０
２
１
年
３
月
、区
内
の
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
・
若
者
ケ
ア
ラ
ー
を
支
援

す
る
こ
と
を
目
指
し
、地
域
へ
の
啓
発
活

動
や
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
具
体
的
支
援
策
を
検

討
、実
行
し
て
い
く
団
体
と
し
て「
ケ
ア

ラ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー 

～
木
の
根
っ
こ
～
」を

発
足
さ
せ
ま
し
た
。

１
． 

ケ
ア
ラ
ー
を
発
見
す
る
た
め
に

私
た
ち
は
、
医
療
や
福
祉
・
保
健
を
通

じ
て
ケ
ア
ラ
ー
の
い
る
家
庭
に
関
わ
る
可
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特 集   若者に寄り添う市民活動2   「ヤングケアラー」を考える

〝
き
ょ
う
だ
い
〞〝
子
ど
も
〞と
し
て
生
き
る
こ
と

〜 
家
族
を
ケ
ア
し
た
経
験
の
あ
る
人
た
ち
に
聴
く 

〜

対談

藤
木
和
子 

（
聞
こ
え
な
い
き
ょ
う
だ
い
を
も
つ
Ｓソ

ー

ダ

Ｏ
Ｄ
Ａ
の
会
）

坂
本 

拓 

（
精
神
疾
患
の
親
を
も
つ
子
ど
も
の
会 

こ
ど
も
ぴ
あ
）

障
が
い
や
疾
患
の
あ
る
家
族
を
も
つ
人

た
ち
の
た
め
の
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
グ
ル
ー

プ
*1
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
ン
バ
ー

に
は
、ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は
う
た
っ
て

い
な
い
も
の
の
、家
族
の
ケ
ア
を
し
て
き

た（
し
て
い
る
）人
も
多
く
存
在
す
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
で
は
、セ
ル
フ
ヘ
ル

プ
グ
ル
ー
プ
の
代
表
の
方
に
、そ
れ
ぞ
れ

の
経
験
を
交
え
な
が
ら
お
話
し
い
た
だ
き
、

家
族
の
ケ
ア
を
す
る
若
者
の
姿
に
つ
い
て

考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

■

〝ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
〟と
し
て

自
身
を
振
り
返
る

―
ま
ず
は
、＂
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
＂と
い

う
視
点
か
ら
ご
自
身
の
経
験
を
お
話
し
い

た
だ
け
ま
す
か
。　

坂
本
　
自
分
で
は
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
い

う
自
覚
は
あ
り
ま
せ
ん
。
グ
ル
ー
プ
を
立

ち
上
げ
た
２
０
１
８
年
当
初
に
は『
ヤ
ン

感
じ
ま
し
た
。
21
歳
の
と
き
、お
母
さ
ん

と
別
々
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
、そ
れ
か

ら
9
年
経
ち
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
と
は
頻

繁
に
会
う
こ
と
は
な
く
な
り
、こ
ど
も
ぴ

あ（
後
述
）を
応
援
し
て
く
れ
て
い
る
横
山

恵
子
先
生
*2
か
ら
は「
遅
い
反
抗
期
を
い

ま
迎
え
て
い
る
ん
だ
ね
」と
言
わ
れ
ま
す
。

藤
木
　
私
に
は
、聞
こ
え
な
い
弟
が
い
ま

す
。
弟
に
対
す
る
ケ
ア
は「
通
訳
」な
ど
に

な
り
ま
す
が
、遊
び
の
延
長
の
よ
う
な
も

の
だ
っ
た
の
で
特
に
負
担
に
感
じ
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
れ
よ
り
も
、母
の
相
談
相
手

や
感
情
面
の
サ
ポ
ー
ト
、父
の
私
に
対
す

る「
弟
の
分
ま
で
頑
張
れ
」と
い
う
期
待

に
応
え
る
こ
と
の
方
が
私
に
と
っ
て
は「
ケ

ア
」だ
っ
た
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。

と
い
っ
て
も
、自
分
が「
ザ
・
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
」や「
ザ
・
き
ょ
う
だ
い
」だ
と
は
思
っ

て
い
ま
せ
ん
。「
聞
こ
え
な
い
と
い
う
障

が
い
は
軽
い
よ
ね
」と
か
、「
弁
護
士
に
な

れ
た
ん
だ
か
ら
、過
去
は
い
い
の
で
は
？
」

な
ど
は
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
私
な
り
に
傷

グ
ケ
ア
ラ
ー 

︱
介
護
を
担
う
子
ど
も
・
若

者
の
現
実
』（
著
・
澁
谷
智
子
）と
い
う
本
が

話
題
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
と
い
う
言
葉
は
全
く
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
設
立
の
半
年
後
頃
に
、取
材
を

受
け
た
と
き「
坂
本
さ
ん
は
元
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
で
す
よ
ね
」と
言
わ
れ
、そ
う
な

の
か
と
思
い
ま
し
た
。
社
会
が
型
に
は
め

た
い
だ
け
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
が
、自

分
の
し
て
き
た
こ
と
が「
ケ
ア
」に
値
す

る
こ
と
だ
っ
た
と
客
観
的
に
気
づ
く
機
会

に
は
な
り
ま
し
た
。
僕
の
場
合
は
、僕
が

中
学
生
の
と
き
に
、お
母
さ
ん
が
お
父
さ

ん
と
の
喧
嘩
で
リ
ス
ト
カ
ッ
ト
を
し
た

の
を
機
に
具
合
が
悪
く
な
っ
て
い
き
、最

終
的
に
う
つ
病
パ
ニ
ッ
ク
障
害
と
診
断
さ

れ
ま
し
た
。
家
の
中
で
病
気
と
向
き
合
え

る
の
は
僕
だ
け
で
、お
母
さ
ん
の
具
合
の

悪
い
と
き
に
お
姉
ち
ゃ
ん
は
帰
っ
て
こ
な

か
っ
た
り
、部
屋
に
こ
も
っ
た
り
し
て
い

ま
し
た
。
大
人
に
な
っ
て
お
姉
ち
ゃ
ん
の

苦
し
み
が
わ
か
り
ま
し
た
が
、当
時
は
自

分
だ
け
が
押
し
付
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に

SODAの会の活動での一コマ。
（写真提供／聞こえないきょうだい

 をもつSODAの会）

ラ
ー
・
若
者
ケ
ア
ラ
ー
と
思
わ
れ
る
子
ど

も
を
見
つ
け
た
専
門
職
の
多
く
が
、子
ど

も
へ
の
何
ら
か
の
支
援
の
必
要
性
を
感
じ

自
ら
行
動
し
た
様
子
が
浮
か
ん
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
、問
題
が
家
族
関
係
に
及
ぶ

ケ
ー
ス
や
、金
銭
が
絡
む
ケ
ー
ス
、子
ど

も
自
身
が
全
く
問
題
を
感
じ
て
い
な
い

ケ
ー
ス
等
、問
題
が
複
雑
で
対
応
が
難
し

く
、「
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら
な

か
っ
た
」「
ど
こ
に
何
を
求
め
て
い
い
か
不

明
で
も
ど
か
し
か
っ
た
」と
い
っ
た
回
答

も
見
ら
れ
ま
し
た
。
ケ
ア
ラ
ー
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
を
発
見
し
た
ら
相

談
で
き
る「
相
談
窓
口
」を
、見
え
る
形
で

作
る
こ
と
が
急
が
れ
ま
す
。
ま
た
、ケ
ア

ラ
ー
自
身
が
悩
み
を
打
ち
明
け
ら
れ
る
し

く
み
も
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

さ
ら
に
相
談
内
容
に
対
し
、適
切
な
支

援
を
行
う
た
め
に
は
、ケ
ア
ラ
ー
に
ど
の

よ
う
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の
か
を
見
極
め
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
支

援
計
画
の
作
成
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る

か
を
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
具
体
的
な
支
援
に
あ
た
っ
て
は
、

複
数
の
機
関
や
事
業
所
が
連
携
す
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
場
合
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で

す
。
こ
の
よ
う
な
様
々
な
課
題
を
解
決
し

て
い
く
た
め
の
提
案
も
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

「
木
の
根
っ
こ
」の
活
動
は
始
ま
っ
た

ば
か
り
で
す
。
自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る

の
か
、ま
だ
ま
だ
手
探
り
の
状
況
で
す
。

し
か
し
、多
様
な
経
験
を
重
ね
豊
富
な
知

識
を
身
に
つ
け
る
重
要
な
時
期
や
、進
学

や
就
職
と
い
っ
た
人
生
の
タ
ー
ニ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
と
も
言
え
る
大
事
な
時
期
に

あ
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
・
若
者
ケ
ア
ラ
ー

が
、孤
立
し
、健
康
を
損
ね
た
り
、機
会
を

逃
す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、そ
し
て
ま
た
、

ケ
ア
の
負
担
を
負
う
こ
と
の
な
い
他
の
子

ど
も
や
若
者
が
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き

る
人
生
の
選
択
肢
を
、同
様
に
保
障
さ
れ

る
よ
う
な
地
域
社
会
を
築
い
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
＊
若
者
ケ
ア
ラ
ー 

18
歳
～
お
お
む
ね
30
歳
代
ま
で
の
ケ
ア

ラ
ー
を
想
定
︒
ケ
ア
の
内
容
は
子
ど
も

ケ
ア
ラ
ー
と
同
様
だ
が
︑ケ
ア
責
任
が

よ
り
重
く
な
る
こ
と
も
あ
る
︒
若
者
ケ

ア
ラ
ー
に
は
︑子
ど
も
ケ
ア
ラ
ー
が
ケ

ア
を
継
続
し
て
い
る
場
合
と
︑18
歳
を

越
え
て
か
ら
ケ
ア
が
は
じ
ま
る
場
合
と

が
あ
る
︒︵
一
般
社
団
法
人
日
本
ケ
ア

ラ
ー
連
盟
Ｈ
Ｐ
よ
り
︶

一般社団法人
日本ケアラー連盟

NPO法人
江戸川区
ケアマネジャー協会

能
性
を
持
つ
自
分
た
ち
だ
か
ら
こ
そ
、ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
・
若
者
ケ
ア
ラ
ー
を
早
期

に
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
ケ
ア
ラ
ー
が
必
要
と
し
て

い
る
支
援
に
つ
な
ぐ
た
め
に
は
、こ
う
し

た
専
門
職
が
、ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
・
若
者

ケ
ア
ラ
ー
の
問
題
を
き
ち
ん
と
認
識
し
、

ケ
ア
ラ
ー
に
気
づ
く
目
を
持
つ
こ
と
が
大

事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
、区
は
江
戸
川
区
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
協
会
に
委
託
し
て
い
る
多
職
種

連
携
研
修
で
、ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
テ
ー

マ
に
取
り
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
時
作
成
さ

れ
た
動
画
は
、そ
の
後
庁
内
で
も
職
員
向

け
に
配
信
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
、い
ろ

い
ろ
な
形
で
、様
々
な
対
象
に
向
け
た
研

修
を
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。

ま
た
私
た
ち
は
現
在
、
啓
発
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
・
若
者
ケ
ア
ラ
ー
と
は
、

ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
子
ど
も
や
若
者

か
、ケ
ア
ラ
ー
へ
の
支
援
の
必
要
性
、発

見
す
る
た
め
の
着
目
点
、相
談
窓
口
の
紹

介
等
々
を
盛
り
込
む
予
定
で
い
ま
す
。

２
． 

相
談
窓
口
機
能
の
充
実
を

     

図
る
た
め
に

ケ
ア
ラ
ー
を
発
見
し
た
ら
、具
体
的
支

援
に
つ
な
げ
る
た
め
、ど
う
す
れ
ば
い
い

の
か
。
調
査
の
回
答
か
ら
、ヤ
ン
グ
ケ
ア

調
査
に
協
力
い
た
だ
い
た
部
署
の
課
長
に

お
集
ま
り
い
た
だ
き
意
見
交
換
会
等
を
行

い
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
、ケ
ア
ラ
ー
へ
の
具
体
的
支

援
の
動
き
を
ど
の
よ
う
に
作
っ
て
い
く
の

か
⋮
そ
れ
が
私
た
ち
の
課
題
と
な
り
ま
し

た
。調

査
票
の
集
計
・
分
析
に
は
、
調
査
に

参
加
し
た
人
、十
数
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

勉
強
会
の
講
師
を
お
願
い
し
た
堀
越
栄
子

さ
ん
に
も
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
行
っ
た
こ

の
日
の
作
業
は
、参
加
し
た
者
に
多
く
の

こ
と
を
気
づ
か
せ
る
も
の
で
し
た
。「
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
・
若
者
ケ
ア
ラ
ー
に
は
支

援
が
必
要
で
あ
る
。
ケ
ア
ラ
ー
を
孤
立
さ

せ
て
は
な
ら
な
い
」そ
ん
な
思
い
を
共
有

す
る
メ
ン
バ
ー
が
再
び
集
ま
る
の
は
、も

は
や
必
然
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
・
若
者
ケ
ア
ラ
ー
が

抱
え
る
問
題
を
整
理
す
る
た
め
の
勉
強
会

を
経
て
、２
０
２
１
年
３
月
、区
内
の
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
・
若
者
ケ
ア
ラ
ー
を
支
援

す
る
こ
と
を
目
指
し
、地
域
へ
の
啓
発
活

動
や
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
具
体
的
支
援
策
を
検

討
、実
行
し
て
い
く
団
体
と
し
て「
ケ
ア

ラ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー 

～
木
の
根
っ
こ
～
」を

発
足
さ
せ
ま
し
た
。

１
． 

ケ
ア
ラ
ー
を
発
見
す
る
た
め
に

私
た
ち
は
、
医
療
や
福
祉
・
保
健
を
通

じ
て
ケ
ア
ラ
ー
の
い
る
家
庭
に
関
わ
る
可

10 ネットワーク  2021/8
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例
の
こ
と
や
、「
聞
こ
え
る
の
だ
か
ら
」「
聞

こ
え
な
い
の
だ
か
ら
」と
比
較
す
る
よ
う

な
言
い
方
は
、ど
ち
ら
も
傷
つ
く
の
で
し

な
い
で
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
は
お
伝
え
し

て
い
ま
す
ね
。
基
本
的
に
、特
に
、子
ど
も

た
ち
が
い
る
と
き
は
、明
る
い
未
来
を
感

じ
さ
せ
る
話
題
や
雰
囲
気
を
意
識
し
て
い

ま
す
。
た
と
え
ば
、「
２
０
２
１
年
7
月
か

ら
総
務
省
が
始
め
た
電
話
リ
レ
ー
サ
ー

ビ
ス
は
、聞
こ
え
な
い
人
が
電
話
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
だ
か
ら
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い

ね
」な
ど
で
す
。
ま
た
、Ｓ
Ｏ
Ｄ
Ａ
が
聞
こ

え
な
い
人
の
話
を
聴
い
た
り
、聞
こ
え
な

い
人
が
Ｓ
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
話
を
聴
く
こ
と
で
、

本
当
の
き
ょ
う
だ
い
同
士
で
は
な
か
な
か

話
せ
な
い
こ
と
を
話
し
て
み
て
自
分
の
気

持
ち
を
整
理
し
た
り
、将
来
、実
際
に
話

し
合
う
際
の
予
行
練
習
に
な
る
の
で
は
と

期
待
し
て
い
ま
す
。
集
ま
り
は
不
定
期
で
、

機
会
や
希
望
が
あ
っ
た
と
き
を
中
心
に
年

３
～
４
回
の
開
催
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

毎
月
な
ど
定
期
的
に
行
う
に
は
運
営
側
の

マ
ン
パ
ワ
ー
が
足
り
ず
、そ
れ
が
課
題
で

す
。
今
ま
で
で
最
年
少
の
参
加
者
は
小
学

校
２
年
生
、講
演
で
地
方
に
出
張
し
た
機

会
に
自
宅
に
伺
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
き

は
未
就
学
児
も
い
ま
し
た
。
最
年
長
は
80

～
90
歳
代
。
子
ど
も
の
Ｓ
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
場
合

は
親
御
さ
ん
が
情
報
収
集
し
て
く
だ
さ
り
、

Ｓ
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
会
に
た
ど
り
着
く
ケ
ー
ス
が

多
い
で
す
ね
。

―
こ
ど
も
ぴ
あ
に
は
、
小
さ
な
お
子
さ

ん
が
参
加
さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

坂
本
　
小
学
生
の
参
加
は
あ
り
ま
せ
ん
。

中
高
生
の
場
合
、保
健
室
の
先
生
や
養
護

教
諭
な
ど
か
ら
の
情
報
提
供
が
多
い
で
す

ね
。
心
の
不
調
で
病
院
に
通
っ
て
い
る
子

ど
も
も
多
く
、ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を

通
し
て
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
小

さ
い
子
ど
も
の
受
け
入
れ
は
、個
人
的
に

な
ら
い
い
の
で
す
が
、団
体
と
し
て
は
難

し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

藤
木
　
当
会
も
お
子
さ
ん
は
親
御
さ
ん
同

伴
で
す
。
心
理
職
の
方
に
協
力
は
い
た
だ

い
て
い
ま
す
が
、私
は
心
理
等
の
資
格
を

も
っ
て
お
ら
ず
、自
分
の
体
験
を
も
と
に

や
っ
て
い
る
の
で
、
不
安
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
だ
け
で
参
加
し
た
い
場
合
や
、対

応
が
難
し
い
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
公
的
な

と
こ
ろ
に
も
協
力
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

―
公
的
な
支
援
に
期
待
す
る
も
の
は
何

で
す
か
。

藤
木
　
私
と
坂
本
さ
ん
は
、厚
生
労
働
省

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
会
議
に
呼
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、意
見
を
言
う
こ
と

で
公
的
支
援
が
少
し
で
も
よ
く
な
る
な
ら
、

そ
の
役
を
果
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ヤ

か
な
か
同
じ
立
場
の
人
と
出
会
い
に
く
く
、

ひ
と
り
で
悩
み
、孤
立
す
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
。
Ｓ
Ｏ
Ｄ
Ａ
同
士
で
話
し
て
み
る

と
、自
分
の
悩
み
が＂
あ
る
あ
る
＂だ
と
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
Ｓ
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
場
合
、

「
き
ょ
う
だ
い
関
係
」よ
り
も
、そ
の
土
台

を
作
っ
て
い
る「
親
子
関
係
」の
方
に
本

質
的
な
課
題
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、社
会
全
体
や
親
御
さ
ん
は
、聞

こ
え
な
い
子
ど
も
は
か
わ
い
そ
う
、Ｓ
Ｏ

Ｄ
Ａ
は
聞
こ
え
る
か
ら
恵
ま
れ
て
い
る
」

と
い
う
見
方
に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で

す
。
ま
た
、本
来
は「
助
け
合
う
」こ
と
が

大
事
で
す
が
、ど
う
し
て
も「
Ｓ
Ｏ
Ｄ
Ａ

に
は
聞
こ
え
な
い
子
を
助
け
て
あ
げ
て
ほ

し
い
」と
い
う
期
待
を
も
っ
て
し
ま
い
が

ち
で
す
。
そ
う
す
る
と
、遊
び
の
中
で
対

等
な
は
ず
の
ケ
ン
カ
を
し
て
も
Ｓ
Ｏ
Ｄ
Ａ

だ
け
が「
あ
な
た
は
聞
こ
え
る
で
し
ょ
！
」

と
怒
ら
れ
た
り
、Ｓ
Ｏ
Ｄ
Ａ
が
親
か
ら
期

待
や
頼
り
に
さ
れ
る
こ
と
を
実
は
負
担
に

感
じ
て
い
る
け
れ
ど
、「
親
も
聞
こ
え
な

い
子
ど
も
の
世
話
で
大
変
だ
か
ら
、自
分

は
我
慢
し
な
く
て
は
…
、
言
え
な
い
…
」

と
い
う
こ
と
が
起
こ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
ど
も
ぴ
あ
と
同
じ
く
、グ
ル
ー
プ
の

目
的
は
仲
間
づ
く
り
で
、集
ま
り
は
語
り

合
い
の
場
で
す
が
、参
加
者
が
子
ど
も
の

場
合
は
、解
決
に
近
づ
く
ヒ
ン
ト
は
提
供

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
親
御
さ
ん
に

対
し
て
は
、前
述
の
よ
う
な
よ
く
あ
る
事

坂本拓さん。  本誌368号で、こどもぴあについて
取材をさせていただいた。 精神保健福祉士。

（写真提供／精神疾患の親をもつ 子どもの会  こどもぴあ）

を
聴
く
だ
け
で
も
良
い
刺
激
に
な
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。「
家
族
学
習
会
」は
、精

神
疾
患
の
子
ど
も
を
も
つ
親
の
た
め
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
、み
ん
な
ね
っ
と（
公
益
社

団
法
人 

全
国
精
神
保
健
福
祉
会
連
合
会
）

が
考
え
た
も
の
で
す
が
、そ
れ
を
つ
く
り

な
お
し
て
１
回
３
時
間
を
５
回
、少
人
数

で
行
っ
て
い
ま
す
。
つ
ど
い
で
は
深
堀
り

で
き
な
い
こ
と
を
話
せ
た
り
、回
を
重
ね

る
た
び
に
、参
加
者
に
仲
間
意
識
が
で
き
、

オ
ー
プ
ン
に
話
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

進
行
役
は
、こ
ど
も
ぴ
あ
の
メ
ン
バ
ー
や

家
族
学
習
会
を
修
了
し
た
人
が
務
め
ま

す
。
進
行
役
は
参
加
者
の
変
化
を
実
感
し

た
り
、人
の
役
に
立
て
た
と
い
う
想
い
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
り
と
、相
乗
効
果
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、取
材
な
ど
を
通

し
て
、体
験
や
実
態
を
伝
え
、普
及
啓
発

を
行
っ
て
い
ま
す
。
前
述
の
横
山
先
生
、

そ
し
て
蔭
山
正
子
先
生
*3
に
応
援
し
て
い

た
だ
き
な
が
ら
や
っ
て
き
ま
し
た
。

藤
木
　
Ｓ
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
会
で
は
、聞
こ
え
る

き
ょ
う
だ
い
が
親
御
さ
ん
や
聞
こ
え
な
い

人
と
一
緒
に
参
加
で
き
る
オ
ー
プ
ン
な

集
ま
り
も
行
っ
て
い
ま
す
。
聞
こ
え
な
い

人
は
、ろ
う
学
校
や
友
人
の
つ
な
が
り
で

仲
間
と
出
会
え
る
機
会
が
あ
り
ま
す
が
、

Ｓ
Ｏ
Ｄ
Ａ（Sibling O

f D
eaf A

dults/

Children

：
聞
こ
え
な
い
き
ょ
う
だ
い
を

も
つ「
聞
こ
え
る
き
ょ
う
だ
い
」）は
、な

い
と
、何
も
言
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
人

が
出
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
。

■

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
つ
い
て

―
お
二
人
は
、「
聞
こ
え
な
い
き
ょ
う
だ

い
を
も
つ
Ｓ
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
会（
以
下
、
Ｓ
Ｏ

Ｄ
Ａ
の
会
）」「
精
神
疾
患
の
親
を
も
つ
子

ど
も
の
会 

こ
ど
も
ぴ
あ
」と
い
う
セ
ル
フ

ヘ
ル
プ
グ
ル
ー
プ
の
代
表
を
さ
れ
て
い
ま

す
が
、グ
ル
ー
プ
の
活
動
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

坂
本
　
こ
ど
も
ぴ
あ
は
、精
神
疾
患
の
親

を
も
つ
子
ど
も
た
ち
の
出
会
い
を
目
的
と

し
て
、２
０
１
８
年
に
活
動
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
精
神
疾
患
の
幅
は
広
く
多
様

で
す
し
、親
が
精
神
疾
患
で
は
な
い
か
と

感
じ
て
連
絡
し
て
く
る
方
も
い
て
、柔
軟

に
対
応
し
て
い
ま
す
。
対
象
は
18
歳
以
上

に
設
定
し
て
い
て
、定
期
的
な
活
動
と
し

て
は
年
４
回「
つ
ど
い
」を
行
っ
て
い
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
、現
在
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し
て
い

ま
す
が
、参
加
者
を
30
人
ほ
ど
募
集
し
て
、

６
～
７
人
の
参
加
者
と
、こ
ど
も
ぴ
あ
の

メ
ン
バ
ー
２
人
の
グ
ル
ー
プ
を
４
～
５

つ
く
り
ま
す
。
つ
ど
い
は
、知
識
を
得
た

り
、解
決
に
結
び
つ
け
る
た
め
の
も
の
で

は
な
く
、体
験
を
語
り
合
う
会
で
す
。
語

り
合
い
ま
で
い
か
な
く
て
も
、人
の
体
験

つ
き
ま
す
が
、私
も
そ
の
よ
う
に
言
わ
れ

る
方
と
同
じ
環
境
、立
場
だ
っ
た
ら
同
じ

よ
う
に
感
じ
て
い
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
け
れ
ど
も
、私
の
よ
う
な
人
で
も
、そ

れ
で
何
か
共
感
で
き
る
ポ
イ
ン
ト
が
あ
っ

た
り
、そ
れ
で
気
持
ち
が
楽
に
な
る
な
ら
、

「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」「
き
ょ
う
だ
い
」と

言
っ
て
い
い
ん
だ
よ
！ 

と
伝
え
た
い
で

す
。
よ
く
、「
私
の
き
ょ
う
だ
い
や
家
族
の

障
害
は
〇
〇
で
軽
度
で
、私
も
他
の
人
に

比
べ
て
苦
労
が
軽
い
と
思
う
の
で
す
が
…
、

き
ょ
う
だ
い
の
会
に
参
加
し
て
も
大
丈
夫

で
す
か
？
」と
い
う
ご
連
絡
を
い
た
だ
い

た
り
も
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、歓
迎
で
す
！

手
帳
や
診
断
の
有
無
は
不
問
で
す
。
ま
た
、

聴
覚
障
が
い
の
例
で
い
え
ば
、た
と
え
ば
、

障
害
者
手
帳
の
な
い
片
耳
難
聴
の
き
ょ
う

だ
い
を
も
つ
人
な
ど
も
、も
し
参
加
し
た

い
！ 

と
い
う
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の
で
あ
れ

ば
、歓
迎
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
、「
私
も『
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
』

と
か『
き
ょ
う
だ
い
』に
属
し
て
い
ま
す
よ
」

と
発
信
し
、す
そ
野
を
広
げ
た
い
と
思
う

ん
で
す
。

坂
本
　「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」と
い
っ
て

も
一
概
に
こ
う
だ
と
言
え
な
い
し
、簡
単

に
伝
わ
る
と
も
思
え
ま
せ
ん
。
僕
の
ケ
ー

ス
も
、精
神
疾
患
の
親
を
も
つ
子
ど
も
の

中
で
は
軽
い
方
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、「
そ

ん
な
僕
で
も
同
じ
立
場
で
す
」と
言
え
な

藤木和子さん。 SODAの会はまず、.
藤木さんひとりで立ち上げたという。 弁護士。.

（写真提供／聞こえないきょうだいをもつSODAの会）
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特 集   若者に寄り添う市民活動2   「ヤングケアラー」を考える

例
の
こ
と
や
、「
聞
こ
え
る
の
だ
か
ら
」「
聞

こ
え
な
い
の
だ
か
ら
」と
比
較
す
る
よ
う

な
言
い
方
は
、ど
ち
ら
も
傷
つ
く
の
で
し

な
い
で
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
は
お
伝
え
し

て
い
ま
す
ね
。
基
本
的
に
、特
に
、子
ど
も

た
ち
が
い
る
と
き
は
、明
る
い
未
来
を
感

じ
さ
せ
る
話
題
や
雰
囲
気
を
意
識
し
て
い

ま
す
。
た
と
え
ば
、「
２
０
２
１
年
7
月
か

ら
総
務
省
が
始
め
た
電
話
リ
レ
ー
サ
ー

ビ
ス
は
、聞
こ
え
な
い
人
が
電
話
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
だ
か
ら
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い

ね
」な
ど
で
す
。
ま
た
、Ｓ
Ｏ
Ｄ
Ａ
が
聞
こ

え
な
い
人
の
話
を
聴
い
た
り
、聞
こ
え
な

い
人
が
Ｓ
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
話
を
聴
く
こ
と
で
、

本
当
の
き
ょ
う
だ
い
同
士
で
は
な
か
な
か

話
せ
な
い
こ
と
を
話
し
て
み
て
自
分
の
気

持
ち
を
整
理
し
た
り
、将
来
、実
際
に
話

し
合
う
際
の
予
行
練
習
に
な
る
の
で
は
と

期
待
し
て
い
ま
す
。
集
ま
り
は
不
定
期
で
、

機
会
や
希
望
が
あ
っ
た
と
き
を
中
心
に
年

３
～
４
回
の
開
催
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

毎
月
な
ど
定
期
的
に
行
う
に
は
運
営
側
の

マ
ン
パ
ワ
ー
が
足
り
ず
、そ
れ
が
課
題
で

す
。
今
ま
で
で
最
年
少
の
参
加
者
は
小
学

校
２
年
生
、講
演
で
地
方
に
出
張
し
た
機

会
に
自
宅
に
伺
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
き

は
未
就
学
児
も
い
ま
し
た
。
最
年
長
は
80

～
90
歳
代
。
子
ど
も
の
Ｓ
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
場
合

は
親
御
さ
ん
が
情
報
収
集
し
て
く
だ
さ
り
、

Ｓ
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
会
に
た
ど
り
着
く
ケ
ー
ス
が

多
い
で
す
ね
。

―
こ
ど
も
ぴ
あ
に
は
、
小
さ
な
お
子
さ

ん
が
参
加
さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

坂
本
　
小
学
生
の
参
加
は
あ
り
ま
せ
ん
。

中
高
生
の
場
合
、保
健
室
の
先
生
や
養
護

教
諭
な
ど
か
ら
の
情
報
提
供
が
多
い
で
す

ね
。
心
の
不
調
で
病
院
に
通
っ
て
い
る
子

ど
も
も
多
く
、ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を

通
し
て
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
小

さ
い
子
ど
も
の
受
け
入
れ
は
、個
人
的
に

な
ら
い
い
の
で
す
が
、団
体
と
し
て
は
難

し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

藤
木
　
当
会
も
お
子
さ
ん
は
親
御
さ
ん
同

伴
で
す
。
心
理
職
の
方
に
協
力
は
い
た
だ

い
て
い
ま
す
が
、私
は
心
理
等
の
資
格
を

も
っ
て
お
ら
ず
、自
分
の
体
験
を
も
と
に

や
っ
て
い
る
の
で
、
不
安
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
だ
け
で
参
加
し
た
い
場
合
や
、対

応
が
難
し
い
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
公
的
な

と
こ
ろ
に
も
協
力
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

―
公
的
な
支
援
に
期
待
す
る
も
の
は
何

で
す
か
。

藤
木
　
私
と
坂
本
さ
ん
は
、厚
生
労
働
省

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
会
議
に
呼
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、意
見
を
言
う
こ
と

で
公
的
支
援
が
少
し
で
も
よ
く
な
る
な
ら
、

そ
の
役
を
果
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ヤ

か
な
か
同
じ
立
場
の
人
と
出
会
い
に
く
く
、

ひ
と
り
で
悩
み
、孤
立
す
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
。
Ｓ
Ｏ
Ｄ
Ａ
同
士
で
話
し
て
み
る

と
、自
分
の
悩
み
が＂
あ
る
あ
る
＂だ
と
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
Ｓ
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
場
合
、

「
き
ょ
う
だ
い
関
係
」よ
り
も
、そ
の
土
台

を
作
っ
て
い
る「
親
子
関
係
」の
方
に
本

質
的
な
課
題
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、社
会
全
体
や
親
御
さ
ん
は
、聞

こ
え
な
い
子
ど
も
は
か
わ
い
そ
う
、Ｓ
Ｏ

Ｄ
Ａ
は
聞
こ
え
る
か
ら
恵
ま
れ
て
い
る
」

と
い
う
見
方
に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で

す
。
ま
た
、本
来
は「
助
け
合
う
」こ
と
が

大
事
で
す
が
、ど
う
し
て
も「
Ｓ
Ｏ
Ｄ
Ａ

に
は
聞
こ
え
な
い
子
を
助
け
て
あ
げ
て
ほ

し
い
」と
い
う
期
待
を
も
っ
て
し
ま
い
が

ち
で
す
。
そ
う
す
る
と
、遊
び
の
中
で
対

等
な
は
ず
の
ケ
ン
カ
を
し
て
も
Ｓ
Ｏ
Ｄ
Ａ

だ
け
が「
あ
な
た
は
聞
こ
え
る
で
し
ょ
！
」

と
怒
ら
れ
た
り
、Ｓ
Ｏ
Ｄ
Ａ
が
親
か
ら
期

待
や
頼
り
に
さ
れ
る
こ
と
を
実
は
負
担
に

感
じ
て
い
る
け
れ
ど
、「
親
も
聞
こ
え
な

い
子
ど
も
の
世
話
で
大
変
だ
か
ら
、自
分

は
我
慢
し
な
く
て
は
…
、
言
え
な
い
…
」

と
い
う
こ
と
が
起
こ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
ど
も
ぴ
あ
と
同
じ
く
、グ
ル
ー
プ
の

目
的
は
仲
間
づ
く
り
で
、集
ま
り
は
語
り

合
い
の
場
で
す
が
、参
加
者
が
子
ど
も
の

場
合
は
、解
決
に
近
づ
く
ヒ
ン
ト
は
提
供

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
親
御
さ
ん
に

対
し
て
は
、前
述
の
よ
う
な
よ
く
あ
る
事

坂本拓さん。  本誌368号で、こどもぴあについて
取材をさせていただいた。 精神保健福祉士。
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を
聴
く
だ
け
で
も
良
い
刺
激
に
な
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。「
家
族
学
習
会
」は
、精

神
疾
患
の
子
ど
も
を
も
つ
親
の
た
め
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
、み
ん
な
ね
っ
と（
公
益
社

団
法
人 

全
国
精
神
保
健
福
祉
会
連
合
会
）

が
考
え
た
も
の
で
す
が
、そ
れ
を
つ
く
り

な
お
し
て
１
回
３
時
間
を
５
回
、少
人
数

で
行
っ
て
い
ま
す
。
つ
ど
い
で
は
深
堀
り

で
き
な
い
こ
と
を
話
せ
た
り
、回
を
重
ね

る
た
び
に
、参
加
者
に
仲
間
意
識
が
で
き
、

オ
ー
プ
ン
に
話
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

進
行
役
は
、こ
ど
も
ぴ
あ
の
メ
ン
バ
ー
や

家
族
学
習
会
を
修
了
し
た
人
が
務
め
ま

す
。
進
行
役
は
参
加
者
の
変
化
を
実
感
し

た
り
、人
の
役
に
立
て
た
と
い
う
想
い
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
り
と
、相
乗
効
果
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、取
材
な
ど
を
通

し
て
、体
験
や
実
態
を
伝
え
、普
及
啓
発

を
行
っ
て
い
ま
す
。
前
述
の
横
山
先
生
、

そ
し
て
蔭
山
正
子
先
生
*3
に
応
援
し
て
い

た
だ
き
な
が
ら
や
っ
て
き
ま
し
た
。

藤
木
　
Ｓ
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
会
で
は
、聞
こ
え
る

き
ょ
う
だ
い
が
親
御
さ
ん
や
聞
こ
え
な
い

人
と
一
緒
に
参
加
で
き
る
オ
ー
プ
ン
な

集
ま
り
も
行
っ
て
い
ま
す
。
聞
こ
え
な
い

人
は
、ろ
う
学
校
や
友
人
の
つ
な
が
り
で

仲
間
と
出
会
え
る
機
会
が
あ
り
ま
す
が
、

Ｓ
Ｏ
Ｄ
Ａ（Sibling O

f D
eaf A

dults/

Children

：
聞
こ
え
な
い
き
ょ
う
だ
い
を

も
つ「
聞
こ
え
る
き
ょ
う
だ
い
」）は
、な

い
と
、何
も
言
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
人

が
出
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
。

■

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
つ
い
て

―
お
二
人
は
、「
聞
こ
え
な
い
き
ょ
う
だ

い
を
も
つ
Ｓ
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
会（
以
下
、
Ｓ
Ｏ

Ｄ
Ａ
の
会
）」「
精
神
疾
患
の
親
を
も
つ
子

ど
も
の
会 

こ
ど
も
ぴ
あ
」と
い
う
セ
ル
フ

ヘ
ル
プ
グ
ル
ー
プ
の
代
表
を
さ
れ
て
い
ま

す
が
、グ
ル
ー
プ
の
活
動
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

坂
本
　
こ
ど
も
ぴ
あ
は
、精
神
疾
患
の
親

を
も
つ
子
ど
も
た
ち
の
出
会
い
を
目
的
と

し
て
、２
０
１
８
年
に
活
動
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
精
神
疾
患
の
幅
は
広
く
多
様

で
す
し
、親
が
精
神
疾
患
で
は
な
い
か
と

感
じ
て
連
絡
し
て
く
る
方
も
い
て
、柔
軟

に
対
応
し
て
い
ま
す
。
対
象
は
18
歳
以
上

に
設
定
し
て
い
て
、定
期
的
な
活
動
と
し

て
は
年
４
回「
つ
ど
い
」を
行
っ
て
い
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
、現
在
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し
て
い

ま
す
が
、参
加
者
を
30
人
ほ
ど
募
集
し
て
、

６
～
７
人
の
参
加
者
と
、こ
ど
も
ぴ
あ
の

メ
ン
バ
ー
２
人
の
グ
ル
ー
プ
を
４
～
５

つ
く
り
ま
す
。
つ
ど
い
は
、知
識
を
得
た

り
、解
決
に
結
び
つ
け
る
た
め
の
も
の
で

は
な
く
、体
験
を
語
り
合
う
会
で
す
。
語

り
合
い
ま
で
い
か
な
く
て
も
、人
の
体
験

つ
き
ま
す
が
、私
も
そ
の
よ
う
に
言
わ
れ

る
方
と
同
じ
環
境
、立
場
だ
っ
た
ら
同
じ

よ
う
に
感
じ
て
い
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
け
れ
ど
も
、私
の
よ
う
な
人
で
も
、そ

れ
で
何
か
共
感
で
き
る
ポ
イ
ン
ト
が
あ
っ

た
り
、そ
れ
で
気
持
ち
が
楽
に
な
る
な
ら
、

「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」「
き
ょ
う
だ
い
」と

言
っ
て
い
い
ん
だ
よ
！ 

と
伝
え
た
い
で

す
。
よ
く
、「
私
の
き
ょ
う
だ
い
や
家
族
の

障
害
は
〇
〇
で
軽
度
で
、私
も
他
の
人
に

比
べ
て
苦
労
が
軽
い
と
思
う
の
で
す
が
…
、

き
ょ
う
だ
い
の
会
に
参
加
し
て
も
大
丈
夫

で
す
か
？
」と
い
う
ご
連
絡
を
い
た
だ
い

た
り
も
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、歓
迎
で
す
！

手
帳
や
診
断
の
有
無
は
不
問
で
す
。
ま
た
、

聴
覚
障
が
い
の
例
で
い
え
ば
、た
と
え
ば
、

障
害
者
手
帳
の
な
い
片
耳
難
聴
の
き
ょ
う

だ
い
を
も
つ
人
な
ど
も
、も
し
参
加
し
た

い
！ 

と
い
う
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の
で
あ
れ

ば
、歓
迎
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
、「
私
も『
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
』

と
か『
き
ょ
う
だ
い
』に
属
し
て
い
ま
す
よ
」

と
発
信
し
、す
そ
野
を
広
げ
た
い
と
思
う

ん
で
す
。

坂
本
　「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」と
い
っ
て

も
一
概
に
こ
う
だ
と
言
え
な
い
し
、簡
単

に
伝
わ
る
と
も
思
え
ま
せ
ん
。
僕
の
ケ
ー

ス
も
、精
神
疾
患
の
親
を
も
つ
子
ど
も
の

中
で
は
軽
い
方
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、「
そ

ん
な
僕
で
も
同
じ
立
場
で
す
」と
言
え
な

藤木和子さん。 SODAの会はまず、.
藤木さんひとりで立ち上げたという。 弁護士。.

（写真提供／聞こえないきょうだいをもつSODAの会）
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ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
は
、中
高
生
の

８
割
以
上
が
聞
い
た
こ
と
が
な
い
と
回
答

し
て
い
て
、こ
れ
に
対
し
て
厚
生
労
働
省

は
、来
年
度
か
ら
の
３
年
間
で
認
知
度
を

５
割
に
す
る
、と
の
こ
と
で
す
。
私
た
ち

の
よ
う
な
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
グ
ル
ー
プ
に
対

す
る
助
成
や
、実
際
に
福
祉
支
援
や
心
理

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
が
必
要
で
具
体
的

な
相
談
事
例
に
つ
い
て
は
専
門
家
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
る
支
援
体
制
な
ど
も
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

坂
本
　
取
り
急
ぎ
相
談
窓
口
・
機
関
を
つ

く
る
と
い
っ
た
、目
の
前
の
支
援
は
た
か

が
知
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
と
は
い
え
、

そ
れ
ら
を
設
置
し
た
だ
け
で
も
救
わ
れ
る

人
は
一
定
数
い
ま
す
。
設
置
し
て
終
わ
り

で
は
な
く
、そ
こ
で
う
ま
く
い
か
な
い
場

合
で
も
、つ
な
が
る
先
の
情
報
を
用
意
し

て
お
い
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。
10
年
、20
年
先
を
見
据
え
た
取

り
組
み
の
一
つ
と
し
て
は
、普
及
啓
発
に

力
を
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
教
科
書
に
載
せ

た
り
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
つ
く
る
な
ど
、国

民
全
体
の
認
知
度
を
上
げ
て
い
く
よ
う
な
。

■

セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
グ
ル
ー
プ
と
し
て

―
「
自
分
も
Ｓ
Ｏ
Ｄ
Ａ
だ
」「
親
が
精
神

疾
患
か
も
」と
思
っ
た
と
き
、
仲
間
が
い

る
こ
と
は
安
心
や
希
望
に
な
る
と
思
い
ま

す
が
、グ
ル
ー
プ
と
し
て
活
動
す
る
上
で

の
課
題
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
そ
う
で
す
ね
。

坂
本
　
周
囲
か
ら
情
報
発
信
や
新
し
い
活

動
を
期
待
さ
れ
る
し
、支
援
団
体
と
見
ら

れ
た
り
も
し
ま
す
。
自
助（
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
）

と
支
援
の
線
引
き
は
間
違
え
て
は
い
け
な

い
し
、で
き
る
こ
と
・
で
き
な
い
こ
と
は

ド
ラ
イ
に
考
え
な
い
と
い
け
な
い
の
か
な

と
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

藤
木
　
支
援
や
情
報
提
供
を
期
待
さ
れ
る

ケ
ー
ス
は
あ
り
ま
す
ね
。
自
助（
セ
ル
フ

ヘ
ル
プ
）は
、運
営
者
も
ス
タ
ッ
フ
も
ひ

と
り
の
き
ょ
う
だ
い
や
元
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
当
事
者
で
あ
り
、
支
援
す
る
・
さ
れ

る
関
係
で
は
な
く
、み
ん
な
で
作
っ
て
い

く
会
と
い
う
雰
囲
気
作
り
が
大
事
だ
と
思

い
ま
す
。

―
藤
木
さ
ん
は
、セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
グ
ル
ー

プ
の
金
銭
的
、人
的
な
課
題
も
感
じ
ら
れ

て
い
ま
す
ね
。

藤
木
　
Ｓ
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
会
で
は
、講
師
代
や

手
話
通
訳
・
文
字
通
訳
の
費
用
な
ど
に
つ

い
て
の
助
成
金
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
、助
成
金
も
内
部
ス
タ
ッ
フ
の
人

件
費
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
が

多
く
、そ
こ
が
厳
し
い
と
感
じ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、坂
本
さ
ん
も
講

師
を
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
親

子
関
係
に
悩
む
Ｓ
Ｏ
Ｄ
Ａ
も
多
い
の
で
、

機
会
が
あ
れ
ば
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

坂
本
　
Ｃ
Ｏ
Ｄ
Ａ（
聴
覚
障
害
者
を
親
に

も
つ
聞
こ
え
る
子
ど
も
）の
グ
ル
ー
プ
に

は
呼
ば
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、僕
た

ち
と
親
子
関
係
で
共
通
す
る
こ
と
が
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。
専
門
的
に
分
け
て
考
え

る
べ
き
部
分
と
、共
通
課
題
と
し
て
一
緒

に
考
え
ら
れ
る
部
分
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

藤
木
　
Ｓ
Ｏ
Ｄ
Ａ
と
Ｃ
Ｏ
Ｄ
Ａ
は「
聞
こ

え
る
家
族
」と
し
て
似
て
い
る
部
分
も
、

き
ょ
う
だ
い
関
係
、親
子
関
係
特
有
の
部

分
も
あ
り
、そ
こ
か
ら
Ｓ
Ｏ
Ｄ
Ａ
、Ｃ
Ｏ

Ｄ
Ａ
そ
れ
ぞ
れ
の
姿
が「
見
え
て
く
る
」

部
分
が
あ
る
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｏ

Ｄ
Ａ
で
あ
り
Ｃ
Ｏ
Ｄ
Ａ
と
い
う
人
も
い
ま

す
。

坂
本
　
僕
た
ち
の
場
合
は
、親
が
働
け
て

い
る
か
、家
事
が
で
き
て
い
る
か
、な
ど

で
状
況
が
異
な
り
ま
す
。
僕
の
お
母
さ
ん

は
、家
事
は
何
と
か
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、

経
済
的
に
切
迫
し
て
い
る
と
き
も
あ
り
ま

し
た
。
き
ょ
う
だ
い
な
ら
、経
済
的
な
リ

ス
ク
は
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、別

の
問
題
が
発
生
し
ま
す
よ
ね
。

『静かなる変革者たち
精神障がいのある親に育てられ、
成長して支援職に就いた子どもたちの語り』

 横山恵子、蔭山正子、こどもぴあ（坂本拓、
 林あおい、山本あきこ、田村大幸）著
 ペンコム／ISBN: 978-4-295-40370-8

こどもぴあの関連書籍。
精神疾患のある親に育てられ、
成長して支援職に就いた坂本さんを含む
4人の子どもたちが体験記と座談会で
親、家族、支援のありかた等を語っている。

特 集   若者に寄り添う市民活動2   「ヤングケアラー」を考える

聞こえないきょうだい
をもつSODAの会

精神疾患の親をもつ
子どもの会 こどもぴあ

■

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
い
う
視
点
か
ら

―
自
分
が
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
だ
と
知
っ

た
ら
、気
持
ち
が
救
わ
れ
る
人
も
い
る
だ

ろ
う
と
思
う
一
方
で
、周
囲
か
ら
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
と
い
う
側
面
だ
け
を
切
り
取
っ

て
見
ら
れ
て
し
ま
う
危
険
性
も
生
じ
そ
う

で
す
。

坂
本
　
確
か
に
、
学
校
で「
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
と
思
わ
れ
る
生
徒
が
い
る
」と
な
っ

た
ら
、そ
こ
だ
け
を
切
り
取
っ
て
扱
わ
れ

て
し
ま
う
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。
言
葉
を

知
っ
て
い
る
だ
け
で
は
、言
わ
れ
た
本
人

藤
木
　
Ｓ
Ｏ
Ｄ
Ａ
と
し
て
活
動
を
始
め
て

か
ら
10
年
、会
の
立
ち
上
げ
か
ら
３
年
経

ち
、多
く
の
皆
さ
ん
に
助
け
て
い
た
だ
い

て
、聴
覚
障
害
の
分
野
で
は「
Ｓ
Ｏ
Ｄ
Ａ
」

が
少
し
ず
つ
認
め
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、社
会
の
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
に
対
す
る
取
り
組
み
は
こ
れ
か

ら
で
す
。
活
動
は
こ
こ
か
ら
が
ス
タ
ー
ト

な
ん
だ
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
い
ま
す
。

坂
本
　
こ
ど
も
ぴ
あ
だ
け
で
何
と
か
し
よ

う
と
は
考
え
ず
、同
じ
立
場
の
人
た
ち
が

つ
な
が
れ
る
選
択
肢
を
増
や
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

―
最
後
に
、
読
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

あ
れ
ば
お
願
い
し
ま
す
。

藤
木
　
私
た
ち
の
経
験
が
、ご
自
身
の
生

い
立
ち
と
少
し
で
も
重
な
る
部
分
が
あ
っ

た
り
、
興
味
・
関
心
を
も
た
れ
た
部
分
が

あ
っ
た
ら
、ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
認
識

と
理
解
に
対
す
る
す
そ
野
を
広
げ
る
こ
と

に
一
役
買
う
こ
と
が
で
き
た
か
な
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、Ｓ
Ｏ
Ｄ
Ａ
や
障
が
い
が

あ
る
人
の
き
ょ
う
だ
い
、ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

が
広
く
正
し
く
認
識
さ
れ
る
た
め
に
協
力

し
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

坂
本
　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
が
注
目
さ
れ
て

い
る
一
方
、元
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
が
見
過

ご
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
課
題
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
幼
少
期
の
苦
し
み
は
大
人
に

な
っ
て
も
引
き
ず
っ
て
い
た
り
、人
生
観

に
影
響
を
及
ぼ
し
た
り
す
る
の
で
、大
人

に
な
っ
た
元
ケ
ア
ラ
ー
に
も
目
を
向
け
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
家
族
に
障

が
い
や
病
気
が
な
く
て
も
親
子
関
係
は
難

し
い
し
、生
き
て
い
く
の
は
大
変
な
こ
と

で
す
。
多
様
な
家
族
を
認
め
、み
ん
な
で

向
き
合
っ
て
い
け
る
よ
う
な
世
の
中
に
し

て
い
き
た
い
で
す
。

＊
１ 

共
通
の
悩
み
︑問
題
を
抱
え
る
人
や
そ

の
家
族
が
自
発
的
に
活
動
を
行
う
集
ま

り
の
こ
と
︒

＊
２ 

埼
玉
県
立
大
学
保
健
医
療
福
祉
学
部
看

護
学
科
・
大
学
院
保
健
医
療
福
祉
学
研

究
科
／
教
授
／
看
護
師

＊
３ 

大
阪
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
保
健

学
専
攻
公
衆
衛
生
看
護
学
教
室
／
准
教

授
／
保
健
師

や
そ
の
家
族
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
よ
ね
。
新
し
い
言
葉
が
走
り
出

す
と
き
、間
違
っ
た
解
釈
や
偏
見
が
生
ま

れ
や
す
い
と
思
う
の
で
、「
誰
か
の
せ
い

で
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
な
っ
た
わ
け
じ
ゃ

な
い
」と
い
う
こ
と
を
伝
え
て
い
く
の
は

自
分
の
役
割
な
の
か
な
と
感
じ
ま
す
。

―
子
ど
も
の
場
合
、
家
族
の
中
で
苦
し

さ
を
感
じ
て
も
、自
分
が
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

と
い
う
自
覚
が
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、「
う

ち
は
、
他
の
家
と
比
べ
て
変
だ
」な
ど
と

思
っ
た
と
き
に
つ
ぶ
や
け
る
先
が
あ
っ
た

ら
、ま
ず
入
り
口
で
キ
ャ
ッ
チ
で
き
る
の

で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

坂
本
　
そ
の
と
き
に
受
け
止
め
る
の
は
、

地
域
の
人
で
も
い
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

知
ら
な
い
大
人
に
電
話
で
相
談
を
す
る
よ

り
も
、近
く
で
見
て
い
る
人
が
話
を
聞
い

て
共
感
し
て
く
れ
た
ら
救
い
の
場
に
な
る

こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

新
し
く
受
け
皿
を
つ
く
る
だ
け
で
は
な
く
、

今
あ
る
資
源
を
よ
り
よ
い
も
の
に
す
る
こ

と
に
公
的
支
援
が
入
っ
た
ら
い
い
の
で
は

と
思
い
ま
す
。

―
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
い
う
視
点
か
ら
、

セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
グ
ル
ー
プ
の
活
動
に
つ
い

て
、展
望
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
。
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ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
は
、中
高
生
の

８
割
以
上
が
聞
い
た
こ
と
が
な
い
と
回
答

し
て
い
て
、こ
れ
に
対
し
て
厚
生
労
働
省

は
、来
年
度
か
ら
の
３
年
間
で
認
知
度
を

５
割
に
す
る
、と
の
こ
と
で
す
。
私
た
ち

の
よ
う
な
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
グ
ル
ー
プ
に
対

す
る
助
成
や
、実
際
に
福
祉
支
援
や
心
理

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
が
必
要
で
具
体
的

な
相
談
事
例
に
つ
い
て
は
専
門
家
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
る
支
援
体
制
な
ど
も
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

坂
本
　
取
り
急
ぎ
相
談
窓
口
・
機
関
を
つ

く
る
と
い
っ
た
、目
の
前
の
支
援
は
た
か

が
知
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
と
は
い
え
、

そ
れ
ら
を
設
置
し
た
だ
け
で
も
救
わ
れ
る

人
は
一
定
数
い
ま
す
。
設
置
し
て
終
わ
り

で
は
な
く
、そ
こ
で
う
ま
く
い
か
な
い
場

合
で
も
、つ
な
が
る
先
の
情
報
を
用
意
し

て
お
い
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。
10
年
、20
年
先
を
見
据
え
た
取

り
組
み
の
一
つ
と
し
て
は
、普
及
啓
発
に

力
を
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
教
科
書
に
載
せ

た
り
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
つ
く
る
な
ど
、国

民
全
体
の
認
知
度
を
上
げ
て
い
く
よ
う
な
。

■

セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
グ
ル
ー
プ
と
し
て

―
「
自
分
も
Ｓ
Ｏ
Ｄ
Ａ
だ
」「
親
が
精
神

疾
患
か
も
」と
思
っ
た
と
き
、
仲
間
が
い

る
こ
と
は
安
心
や
希
望
に
な
る
と
思
い
ま

す
が
、グ
ル
ー
プ
と
し
て
活
動
す
る
上
で

の
課
題
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
そ
う
で
す
ね
。

坂
本
　
周
囲
か
ら
情
報
発
信
や
新
し
い
活

動
を
期
待
さ
れ
る
し
、支
援
団
体
と
見
ら

れ
た
り
も
し
ま
す
。
自
助（
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
）

と
支
援
の
線
引
き
は
間
違
え
て
は
い
け
な

い
し
、で
き
る
こ
と
・
で
き
な
い
こ
と
は

ド
ラ
イ
に
考
え
な
い
と
い
け
な
い
の
か
な

と
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

藤
木
　
支
援
や
情
報
提
供
を
期
待
さ
れ
る

ケ
ー
ス
は
あ
り
ま
す
ね
。
自
助（
セ
ル
フ

ヘ
ル
プ
）は
、運
営
者
も
ス
タ
ッ
フ
も
ひ

と
り
の
き
ょ
う
だ
い
や
元
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
当
事
者
で
あ
り
、
支
援
す
る
・
さ
れ

る
関
係
で
は
な
く
、み
ん
な
で
作
っ
て
い

く
会
と
い
う
雰
囲
気
作
り
が
大
事
だ
と
思

い
ま
す
。

―
藤
木
さ
ん
は
、セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
グ
ル
ー

プ
の
金
銭
的
、人
的
な
課
題
も
感
じ
ら
れ

て
い
ま
す
ね
。

藤
木
　
Ｓ
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
会
で
は
、講
師
代
や

手
話
通
訳
・
文
字
通
訳
の
費
用
な
ど
に
つ

い
て
の
助
成
金
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
、助
成
金
も
内
部
ス
タ
ッ
フ
の
人

件
費
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
が

多
く
、そ
こ
が
厳
し
い
と
感
じ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、坂
本
さ
ん
も
講

師
を
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
親

子
関
係
に
悩
む
Ｓ
Ｏ
Ｄ
Ａ
も
多
い
の
で
、

機
会
が
あ
れ
ば
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

坂
本
　
Ｃ
Ｏ
Ｄ
Ａ（
聴
覚
障
害
者
を
親
に

も
つ
聞
こ
え
る
子
ど
も
）の
グ
ル
ー
プ
に

は
呼
ば
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、僕
た

ち
と
親
子
関
係
で
共
通
す
る
こ
と
が
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。
専
門
的
に
分
け
て
考
え

る
べ
き
部
分
と
、共
通
課
題
と
し
て
一
緒

に
考
え
ら
れ
る
部
分
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

藤
木
　
Ｓ
Ｏ
Ｄ
Ａ
と
Ｃ
Ｏ
Ｄ
Ａ
は「
聞
こ

え
る
家
族
」と
し
て
似
て
い
る
部
分
も
、

き
ょ
う
だ
い
関
係
、親
子
関
係
特
有
の
部

分
も
あ
り
、そ
こ
か
ら
Ｓ
Ｏ
Ｄ
Ａ
、Ｃ
Ｏ

Ｄ
Ａ
そ
れ
ぞ
れ
の
姿
が「
見
え
て
く
る
」

部
分
が
あ
る
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｏ

Ｄ
Ａ
で
あ
り
Ｃ
Ｏ
Ｄ
Ａ
と
い
う
人
も
い
ま

す
。

坂
本
　
僕
た
ち
の
場
合
は
、親
が
働
け
て

い
る
か
、家
事
が
で
き
て
い
る
か
、な
ど

で
状
況
が
異
な
り
ま
す
。
僕
の
お
母
さ
ん

は
、家
事
は
何
と
か
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、

経
済
的
に
切
迫
し
て
い
る
と
き
も
あ
り
ま

し
た
。
き
ょ
う
だ
い
な
ら
、経
済
的
な
リ

ス
ク
は
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、別

の
問
題
が
発
生
し
ま
す
よ
ね
。

『静かなる変革者たち
精神障がいのある親に育てられ、
成長して支援職に就いた子どもたちの語り』

 横山恵子、蔭山正子、こどもぴあ（坂本拓、
 林あおい、山本あきこ、田村大幸）著
 ペンコム／ISBN: 978-4-295-40370-8

こどもぴあの関連書籍。
精神疾患のある親に育てられ、
成長して支援職に就いた坂本さんを含む
4人の子どもたちが体験記と座談会で
親、家族、支援のありかた等を語っている。
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聞こえないきょうだい
をもつSODAの会

精神疾患の親をもつ
子どもの会 こどもぴあ

■

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
い
う
視
点
か
ら

―
自
分
が
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
だ
と
知
っ

た
ら
、気
持
ち
が
救
わ
れ
る
人
も
い
る
だ

ろ
う
と
思
う
一
方
で
、周
囲
か
ら
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
と
い
う
側
面
だ
け
を
切
り
取
っ

て
見
ら
れ
て
し
ま
う
危
険
性
も
生
じ
そ
う

で
す
。

坂
本
　
確
か
に
、
学
校
で「
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
と
思
わ
れ
る
生
徒
が
い
る
」と
な
っ

た
ら
、そ
こ
だ
け
を
切
り
取
っ
て
扱
わ
れ

て
し
ま
う
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。
言
葉
を

知
っ
て
い
る
だ
け
で
は
、言
わ
れ
た
本
人

藤
木
　
Ｓ
Ｏ
Ｄ
Ａ
と
し
て
活
動
を
始
め
て

か
ら
10
年
、会
の
立
ち
上
げ
か
ら
３
年
経

ち
、多
く
の
皆
さ
ん
に
助
け
て
い
た
だ
い

て
、聴
覚
障
害
の
分
野
で
は「
Ｓ
Ｏ
Ｄ
Ａ
」

が
少
し
ず
つ
認
め
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、社
会
の
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
に
対
す
る
取
り
組
み
は
こ
れ
か

ら
で
す
。
活
動
は
こ
こ
か
ら
が
ス
タ
ー
ト

な
ん
だ
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
い
ま
す
。

坂
本
　
こ
ど
も
ぴ
あ
だ
け
で
何
と
か
し
よ

う
と
は
考
え
ず
、同
じ
立
場
の
人
た
ち
が

つ
な
が
れ
る
選
択
肢
を
増
や
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

―
最
後
に
、
読
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

あ
れ
ば
お
願
い
し
ま
す
。

藤
木
　
私
た
ち
の
経
験
が
、ご
自
身
の
生

い
立
ち
と
少
し
で
も
重
な
る
部
分
が
あ
っ

た
り
、
興
味
・
関
心
を
も
た
れ
た
部
分
が

あ
っ
た
ら
、ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
認
識

と
理
解
に
対
す
る
す
そ
野
を
広
げ
る
こ
と

に
一
役
買
う
こ
と
が
で
き
た
か
な
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、Ｓ
Ｏ
Ｄ
Ａ
や
障
が
い
が

あ
る
人
の
き
ょ
う
だ
い
、ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

が
広
く
正
し
く
認
識
さ
れ
る
た
め
に
協
力

し
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

坂
本
　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
が
注
目
さ
れ
て

い
る
一
方
、元
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
が
見
過

ご
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
課
題
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
幼
少
期
の
苦
し
み
は
大
人
に

な
っ
て
も
引
き
ず
っ
て
い
た
り
、人
生
観

に
影
響
を
及
ぼ
し
た
り
す
る
の
で
、大
人

に
な
っ
た
元
ケ
ア
ラ
ー
に
も
目
を
向
け
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
家
族
に
障

が
い
や
病
気
が
な
く
て
も
親
子
関
係
は
難

し
い
し
、生
き
て
い
く
の
は
大
変
な
こ
と

で
す
。
多
様
な
家
族
を
認
め
、み
ん
な
で

向
き
合
っ
て
い
け
る
よ
う
な
世
の
中
に
し

て
い
き
た
い
で
す
。

＊
１ 

共
通
の
悩
み
︑問
題
を
抱
え
る
人
や
そ

の
家
族
が
自
発
的
に
活
動
を
行
う
集
ま

り
の
こ
と
︒

＊
２ 

埼
玉
県
立
大
学
保
健
医
療
福
祉
学
部
看

護
学
科
・
大
学
院
保
健
医
療
福
祉
学
研

究
科
／
教
授
／
看
護
師

＊
３ 

大
阪
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
保
健

学
専
攻
公
衆
衛
生
看
護
学
教
室
／
准
教

授
／
保
健
師

や
そ
の
家
族
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
よ
ね
。
新
し
い
言
葉
が
走
り
出

す
と
き
、間
違
っ
た
解
釈
や
偏
見
が
生
ま

れ
や
す
い
と
思
う
の
で
、「
誰
か
の
せ
い

で
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
な
っ
た
わ
け
じ
ゃ

な
い
」と
い
う
こ
と
を
伝
え
て
い
く
の
は

自
分
の
役
割
な
の
か
な
と
感
じ
ま
す
。

―
子
ど
も
の
場
合
、
家
族
の
中
で
苦
し

さ
を
感
じ
て
も
、自
分
が
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

と
い
う
自
覚
が
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、「
う

ち
は
、
他
の
家
と
比
べ
て
変
だ
」な
ど
と

思
っ
た
と
き
に
つ
ぶ
や
け
る
先
が
あ
っ
た

ら
、ま
ず
入
り
口
で
キ
ャ
ッ
チ
で
き
る
の

で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

坂
本
　
そ
の
と
き
に
受
け
止
め
る
の
は
、

地
域
の
人
で
も
い
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

知
ら
な
い
大
人
に
電
話
で
相
談
を
す
る
よ

り
も
、近
く
で
見
て
い
る
人
が
話
を
聞
い

て
共
感
し
て
く
れ
た
ら
救
い
の
場
に
な
る

こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

新
し
く
受
け
皿
を
つ
く
る
だ
け
で
は
な
く
、

今
あ
る
資
源
を
よ
り
よ
い
も
の
に
す
る
こ

と
に
公
的
支
援
が
入
っ
た
ら
い
い
の
で
は

と
思
い
ま
す
。

―
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
い
う
視
点
か
ら
、

セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
グ
ル
ー
プ
の
活
動
に
つ
い

て
、展
望
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
。
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ピナット
～外国人支援
ともだちネット

話
し
ま
す
。
１
つ
め
は
、母
親
が
外
国
人

で
、高
齢
の
夫
と
障
が
い
の
あ
る
兄
弟
の

世
話
に
追
わ
れ
て
い
る
子
ど
も
の
ケ
ー
ス
。

母
親
が
ピ
ナ
ッ
ト
の
日
本
語
教
室
な
ど
で

支
援
者
と
つ
な
が
っ
て
い
た
の
で
、子
ど

も
に
負
担
を
か
け
す
ぎ
な
い
よ
う
私
た
ち

が
通
訳
と
し
て
つ
い
て
い
っ
た
り
、親
戚

の
お
ば
さ
ん
的
な
立
ち
位
置
で
子
ど
も
の

話
を
聞
い
た
り
し
ま
し
た
。

２
つ
め
は
、両
親
と
も
外
国
人
で
、地

域
と
の
つ
な
が
り
が
な
い
ケ
ー
ス
。
子
ど

も
は
親
が
体
調
を
崩
す
た
び
に
学
校
を
休

ん
で
病
院
で
通
訳
を
し
た
り
、下
の
き
ょ

う
だ
い
の
面
倒
を
み
て
い
ま
し
た
。
私
た

ち
は
、病
院
に
子
ど
も
を
通
訳
に
使
わ
な

い
よ
う
依
頼
し
た
り
、学
校
に
家
庭
の
事

情
を
話
す
機
会
を
い
た
だ
い
た
り
し
ま
し

た
。３

つ
め
は
、留
学
生
と
し
て
来
日
し
た

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
と
そ
の
子
ど
も
。
子
ど

も
は
日
本
語
を
理
解
す
る
よ
う
に
な
る
と
、

母
親
の
た
め
に
通
訳
な
ど
を
し
て
い
ま
し

た
が
、母
親
は
異
文
化
に
適
応
で
き
ず
精

神
的
に
不
安
定
に
な
り
、子
ど
も
が
そ
ん

な
母
親
を
支
え
て
い
ま
し
た
。
母
親
は
支

援
を
受
け
る
こ
と
に
抵
抗
が
強
く
、私
た

ち
も
関
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
子
ど
も
に
と
っ
て
安
全
な
居
場
所
、

助
け
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
大
人
と
し

て
寄
り
添
い
続
け
ま
し
た
。

ピ
ナ
ッ
ト
の
子
ど
も
た
ち
は
、自
身
も

日
本
語
に
課
題
が
あ
る
な
か
、さ
ら
に
日

本
語
が
不
自
由
な
親
の
通
訳
を
し
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
ピ
ナ
ッ
ト
は
、学
校
で

も
家
庭
で
も
し
ん
ど
い
思
い
を
す
る
こ
と

の
多
い
彼
ら
が
ほ
っ
と
で
き
た
り
、大
人

に
甘
え
た
り
で
き
る
場
で
あ
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

ピ
ナ
ッ
ト
に
は
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
ほ
か
、お
も
に
学
習
支
援
を
担
う
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

高
校
生
や
大
学
生
な
ど
若
い
人
が
メ
イ
ン

で
、海
外
で
暮
ら
し
た
経
験
が
あ
っ
た
り
、

親
が
外
国
人
と
い
う
人
も
い
て
、子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
安
心
で
き
る
居
場
所
に

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、ピ
ナ
ッ
ト
の
も
う
１
つ
の
特
徴

は
、地
域
に
根
差
し
て
活
動
し
て
い
る
こ

と
。
１
つ
の
中
学
校
区
の
範
囲
な
の
で
、

生
活
圏
が
同
じ
で
、声
を
掛
け
合
う
関
係

が
あ
り
ま
す
。
成
長
を
と
も
に
喜
べ
る
人

が
い
っ
ぱ
い
い
て
、高
校
を
出
る
ま
で
ピ

ナ
ッ
ト
に
通
い
続
け
る
子
た
ち
も
い
ま
す
。

こ
う
し
た
長
い
関
わ
り
の
お
か
げ
で
、伴

走
支
援
が
し
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
し
て
の
課

題
を
考
え
る
と
き
、社
会
全
体
で
外
国
人

保
護
者
を
支
え
る
体
制
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。
で
も
、大
人
が
日
本
語
を
学
べ
た

り
、日
本
人
と
語
り
合
え
る
機
会
が
非
常

に
少
な
い
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
日
本
語

教
室
は
あ
っ
て
も
、コ
ロ
ナ
禍
で
閉
じ
て

し
ま
っ
て
い
た
り
し
ま
す
。
親
御
さ
ん
が

集
う
機
会
が
も
っ
と
保
障
さ
れ
て
ほ
し
い

で
す
ね
。

外
国
人
保
護
者
は
、日
本
語
の
読
み
書

き
は
苦
手
で
も
、読
み
上
げ
て
も
ら
う
と

理
解
で
き
る
と
い
う
方
は
多
く
い
ま
す
。

ま
た
、２
０
２
０
年
８
月
に
法
務
省
か
ら

「
在
留
支
援
の
た
め
の
や
さ
し
い
日
本
語

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」が
出
て
、や
さ
し
い
日

本
語
の
使
用
に
取
り
組
み
始
め
た
自
治
体

や
学
校
も
あ
り
ま
す
。
ピ
ナ
ッ
ト
の
子
ど

も
た
ち
の
よ
う
な
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に

直
接
寄
り
添
う
こ
と
は
難
し
く
て
も
、親

御
さ
ん
に
対
し
て
文
書
を
音
読
し
て
差
し

上
げ
た
り
、自
治
体
や
学
校
な
ど
に
や
さ

し
い
日
本
語
を
使
う
よ
う
お
願
い
す
る
と

い
っ
た
こ
と
が
、子
ど
も
た
ち
の
負
担
軽

減
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

外国籍の保護者向けに、日本の小学校の概要について
紹介する冊子 「外国籍保護者のための小学校案内」 。
ピナットが作成した。

「やさしい日本語」による説明に、中国語、韓国・朝鮮語、
英語、フィリピン語の対訳がついている。

（写真提供／すべてピナット～外国人支援ともだちネット）

在
住
外
国
人
に
関
わ
る
活
動
か
ら
見
え
て
き
た
、

“
見
え
づ
ら
い
”ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
た
ち

インタビュー

新
居
み
ど
り 

（
ピ
ナ
ッ
ト
～
外
国
人
支
援
と
も
だ
ち
ネ
ッ
ト
   

子
ど
も
学
習
支
援
教
室
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

■

外
国
人
の
親
が
い
る
子
ど
も
た
ち

　
ピ
ナ
ッ
ト
～
外
国
人
支
援
と
も
だ
ち

ネ
ッ
ト（
以
下
、ピ
ナ
ッ
ト
）は
、外
国
人

の
親
子
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
こ

と
を
め
ざ
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
の
な
か
に
、「
日
本
語
が
第

一
言
語
で
な
い
家
族
や
障
が
い
の
あ
る
家

族
の
た
め
に
通
訳
を
し
て
い
る
」と
い
う

項
目
が
あ
り
ま
す
が（
本
誌
６
ペ
ー
ジ
）、

ピ
ナ
ッ
ト
に
来
る
子
ど
も
た
ち
も
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
だ
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

　ピ
ナ
ッ
ト
で
は
、４
つ
の
外
国
人
支
援

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
①
大
人
対
象
の

日
本
語
教
室
、②
外
国
と
つ
な
が
る
子
ど

も
の
学
習
支
援
教
室
、③
乳
幼
児
を
も
つ

外
国
人
マ
マ
の
居
場
所
づ
く
り
、④
寄
り

添
い
支
援
活
動（
役
所
な
ど
へ
の
付
き
添

い
や
進
路
相
談
な
ど
、生
活
の
中
の
各
種

困
り
ご
と
に
対
応
）。
私
は
、現
場
を
支
え

る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
ピ
ナ
ッ
ト

葉
の
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
成
長
し
ま
す
。

日
本
語
が
得
意
で
は
な
い
親
が
片
言
の
日

本
語
で
子
育
て
を
す
る
場
合
、シ
ャ
ワ
ー

の
量
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、

リ
ン
ゴ
は
知
っ
て
い
て
も「
果
物
」は
わ

か
ら
な
い
。
雑
巾
は
わ
か
る
け
れ
ど
、先

生
に「
掃
除
用
具
も
っ
て
き
て
」と
言
わ

れ
て
ポ
カ
ー
ン
と
し
て
し
ま
っ
た
り
し
ま

す
。「
果
物
」や「
掃
除
用
具
」は
概
念
で
、

言
葉
の
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
獲
得
し
て
い

く
も
の
で
す
。
ま
た
、生
活
言
語
と
学
習

言
語
が
あ
り
、口
語
で
は
車
、教
科
書
で

は
自
動
車
と
な
り
、後
者
が
理
解
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
逆
に
日
本
語
が
身

に
つ
く
と
理
解
が
一
気
に
進
み
、成
績
が

良
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

■

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
し
て
の 

子
ど
も
た
ち

で
は
、ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
い
う
視
点

か
ら
、子
ど
も
た
ち
の
事
例
に
つ
い
て
お

に
12
年
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

外
国
と
つ
な
が
る
子
ど
も
の
学
習
支
援

教
室
は
２
０
０
５
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

こ
れ
ま
で
に
70
人
ほ
ど
の
子
ど
も
た
ち
が

巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
主
な
対
象
は
、

親
が
外
国
人
で
日
本
で
生
ま
れ
育
ち
、日

本
語
が
第
一
言
語
の
子
ど
も
た
ち
。
日
本

語
が
話
せ
る
の
に
支
援
？ 

と
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、実
は
親
の
言
語
も

日
本
語
も
、ど
ち
ら
も
十
分
な
レ
ベ
ル
に

達
し
て
い
な
い「
ダ
ブ
ル
リ
ミ
テ
ッ
ド
」

と
呼
ば
れ
る
状
況
に
陥
る
子
ど
も
が
多
く
、

学
習
に
も
大
き
な
影
響
を
う
け
て
い
る
の

で
す
。
ゆ
え
に
、発
達
障
が
い
や
知
的
障

が
い
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ピ
ナ
ッ
ト
の
子
た
ち
は
、母
親
が
外

国
人
、
父
親
が
日
本
人
の
家
庭
が
多
く
、

名
前
も
国
籍
も
日
本
人
だ
と
、不
自
由
さ

が
教
師
に
も
親
に
も
見
え
づ
ら
い
と
い
う

課
題
も
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、赤
ち
ゃ
ん
の
と
き
か
ら
言

子ども学習支援教室は、宿題や
勉強のサポートだけではなく、
子どもたちが安心して集える
「居場所」を目指している。
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話
し
ま
す
。
１
つ
め
は
、母
親
が
外
国
人

で
、高
齢
の
夫
と
障
が
い
の
あ
る
兄
弟
の

世
話
に
追
わ
れ
て
い
る
子
ど
も
の
ケ
ー
ス
。

母
親
が
ピ
ナ
ッ
ト
の
日
本
語
教
室
な
ど
で

支
援
者
と
つ
な
が
っ
て
い
た
の
で
、子
ど

も
に
負
担
を
か
け
す
ぎ
な
い
よ
う
私
た
ち

が
通
訳
と
し
て
つ
い
て
い
っ
た
り
、親
戚

の
お
ば
さ
ん
的
な
立
ち
位
置
で
子
ど
も
の

話
を
聞
い
た
り
し
ま
し
た
。

２
つ
め
は
、両
親
と
も
外
国
人
で
、地

域
と
の
つ
な
が
り
が
な
い
ケ
ー
ス
。
子
ど

も
は
親
が
体
調
を
崩
す
た
び
に
学
校
を
休

ん
で
病
院
で
通
訳
を
し
た
り
、下
の
き
ょ

う
だ
い
の
面
倒
を
み
て
い
ま
し
た
。
私
た

ち
は
、病
院
に
子
ど
も
を
通
訳
に
使
わ
な

い
よ
う
依
頼
し
た
り
、学
校
に
家
庭
の
事

情
を
話
す
機
会
を
い
た
だ
い
た
り
し
ま
し

た
。３

つ
め
は
、留
学
生
と
し
て
来
日
し
た

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
と
そ
の
子
ど
も
。
子
ど

も
は
日
本
語
を
理
解
す
る
よ
う
に
な
る
と
、

母
親
の
た
め
に
通
訳
な
ど
を
し
て
い
ま
し

た
が
、母
親
は
異
文
化
に
適
応
で
き
ず
精

神
的
に
不
安
定
に
な
り
、子
ど
も
が
そ
ん

な
母
親
を
支
え
て
い
ま
し
た
。
母
親
は
支

援
を
受
け
る
こ
と
に
抵
抗
が
強
く
、私
た

ち
も
関
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
子
ど
も
に
と
っ
て
安
全
な
居
場
所
、

助
け
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
大
人
と
し

て
寄
り
添
い
続
け
ま
し
た
。

ピ
ナ
ッ
ト
の
子
ど
も
た
ち
は
、自
身
も

日
本
語
に
課
題
が
あ
る
な
か
、さ
ら
に
日

本
語
が
不
自
由
な
親
の
通
訳
を
し
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
ピ
ナ
ッ
ト
は
、学
校
で

も
家
庭
で
も
し
ん
ど
い
思
い
を
す
る
こ
と

の
多
い
彼
ら
が
ほ
っ
と
で
き
た
り
、大
人

に
甘
え
た
り
で
き
る
場
で
あ
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

ピ
ナ
ッ
ト
に
は
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
ほ
か
、お
も
に
学
習
支
援
を
担
う
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

高
校
生
や
大
学
生
な
ど
若
い
人
が
メ
イ
ン

で
、海
外
で
暮
ら
し
た
経
験
が
あ
っ
た
り
、

親
が
外
国
人
と
い
う
人
も
い
て
、子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
安
心
で
き
る
居
場
所
に

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、ピ
ナ
ッ
ト
の
も
う
１
つ
の
特
徴

は
、地
域
に
根
差
し
て
活
動
し
て
い
る
こ

と
。
１
つ
の
中
学
校
区
の
範
囲
な
の
で
、

生
活
圏
が
同
じ
で
、声
を
掛
け
合
う
関
係

が
あ
り
ま
す
。
成
長
を
と
も
に
喜
べ
る
人

が
い
っ
ぱ
い
い
て
、高
校
を
出
る
ま
で
ピ

ナ
ッ
ト
に
通
い
続
け
る
子
た
ち
も
い
ま
す
。

こ
う
し
た
長
い
関
わ
り
の
お
か
げ
で
、伴

走
支
援
が
し
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
し
て
の
課

題
を
考
え
る
と
き
、社
会
全
体
で
外
国
人

保
護
者
を
支
え
る
体
制
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。
で
も
、大
人
が
日
本
語
を
学
べ
た

り
、日
本
人
と
語
り
合
え
る
機
会
が
非
常

に
少
な
い
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
日
本
語

教
室
は
あ
っ
て
も
、コ
ロ
ナ
禍
で
閉
じ
て

し
ま
っ
て
い
た
り
し
ま
す
。
親
御
さ
ん
が

集
う
機
会
が
も
っ
と
保
障
さ
れ
て
ほ
し
い

で
す
ね
。

外
国
人
保
護
者
は
、日
本
語
の
読
み
書

き
は
苦
手
で
も
、読
み
上
げ
て
も
ら
う
と

理
解
で
き
る
と
い
う
方
は
多
く
い
ま
す
。

ま
た
、２
０
２
０
年
８
月
に
法
務
省
か
ら

「
在
留
支
援
の
た
め
の
や
さ
し
い
日
本
語

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」が
出
て
、や
さ
し
い
日

本
語
の
使
用
に
取
り
組
み
始
め
た
自
治
体

や
学
校
も
あ
り
ま
す
。
ピ
ナ
ッ
ト
の
子
ど

も
た
ち
の
よ
う
な
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に

直
接
寄
り
添
う
こ
と
は
難
し
く
て
も
、親

御
さ
ん
に
対
し
て
文
書
を
音
読
し
て
差
し

上
げ
た
り
、自
治
体
や
学
校
な
ど
に
や
さ

し
い
日
本
語
を
使
う
よ
う
お
願
い
す
る
と

い
っ
た
こ
と
が
、子
ど
も
た
ち
の
負
担
軽

減
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

外国籍の保護者向けに、日本の小学校の概要について
紹介する冊子 「外国籍保護者のための小学校案内」 。
ピナットが作成した。

「やさしい日本語」による説明に、中国語、韓国・朝鮮語、
英語、フィリピン語の対訳がついている。

（写真提供／すべてピナット～外国人支援ともだちネット）

在
住
外
国
人
に
関
わ
る
活
動
か
ら
見
え
て
き
た
、

“
見
え
づ
ら
い
”ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
た
ち

インタビュー

新
居
み
ど
り 

（
ピ
ナ
ッ
ト
～
外
国
人
支
援
と
も
だ
ち
ネ
ッ
ト
   

子
ど
も
学
習
支
援
教
室
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

■

外
国
人
の
親
が
い
る
子
ど
も
た
ち

　
ピ
ナ
ッ
ト
～
外
国
人
支
援
と
も
だ
ち

ネ
ッ
ト（
以
下
、ピ
ナ
ッ
ト
）は
、外
国
人

の
親
子
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
こ

と
を
め
ざ
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
の
な
か
に
、「
日
本
語
が
第

一
言
語
で
な
い
家
族
や
障
が
い
の
あ
る
家

族
の
た
め
に
通
訳
を
し
て
い
る
」と
い
う

項
目
が
あ
り
ま
す
が（
本
誌
６
ペ
ー
ジ
）、

ピ
ナ
ッ
ト
に
来
る
子
ど
も
た
ち
も
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
だ
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

　ピ
ナ
ッ
ト
で
は
、４
つ
の
外
国
人
支
援

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
①
大
人
対
象
の

日
本
語
教
室
、②
外
国
と
つ
な
が
る
子
ど

も
の
学
習
支
援
教
室
、③
乳
幼
児
を
も
つ

外
国
人
マ
マ
の
居
場
所
づ
く
り
、④
寄
り

添
い
支
援
活
動（
役
所
な
ど
へ
の
付
き
添

い
や
進
路
相
談
な
ど
、生
活
の
中
の
各
種

困
り
ご
と
に
対
応
）。
私
は
、現
場
を
支
え

る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
ピ
ナ
ッ
ト

葉
の
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
成
長
し
ま
す
。

日
本
語
が
得
意
で
は
な
い
親
が
片
言
の
日

本
語
で
子
育
て
を
す
る
場
合
、シ
ャ
ワ
ー

の
量
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、

リ
ン
ゴ
は
知
っ
て
い
て
も「
果
物
」は
わ

か
ら
な
い
。
雑
巾
は
わ
か
る
け
れ
ど
、先

生
に「
掃
除
用
具
も
っ
て
き
て
」と
言
わ

れ
て
ポ
カ
ー
ン
と
し
て
し
ま
っ
た
り
し
ま

す
。「
果
物
」や「
掃
除
用
具
」は
概
念
で
、

言
葉
の
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
獲
得
し
て
い

く
も
の
で
す
。
ま
た
、生
活
言
語
と
学
習

言
語
が
あ
り
、口
語
で
は
車
、教
科
書
で

は
自
動
車
と
な
り
、後
者
が
理
解
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
逆
に
日
本
語
が
身

に
つ
く
と
理
解
が
一
気
に
進
み
、成
績
が

良
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

■

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
し
て
の 

子
ど
も
た
ち

で
は
、ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
い
う
視
点

か
ら
、子
ど
も
た
ち
の
事
例
に
つ
い
て
お

に
12
年
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

外
国
と
つ
な
が
る
子
ど
も
の
学
習
支
援

教
室
は
２
０
０
５
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

こ
れ
ま
で
に
70
人
ほ
ど
の
子
ど
も
た
ち
が

巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
主
な
対
象
は
、

親
が
外
国
人
で
日
本
で
生
ま
れ
育
ち
、日

本
語
が
第
一
言
語
の
子
ど
も
た
ち
。
日
本

語
が
話
せ
る
の
に
支
援
？ 

と
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、実
は
親
の
言
語
も

日
本
語
も
、ど
ち
ら
も
十
分
な
レ
ベ
ル
に

達
し
て
い
な
い「
ダ
ブ
ル
リ
ミ
テ
ッ
ド
」

と
呼
ば
れ
る
状
況
に
陥
る
子
ど
も
が
多
く
、

学
習
に
も
大
き
な
影
響
を
う
け
て
い
る
の

で
す
。
ゆ
え
に
、発
達
障
が
い
や
知
的
障

が
い
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ピ
ナ
ッ
ト
の
子
た
ち
は
、母
親
が
外

国
人
、
父
親
が
日
本
人
の
家
庭
が
多
く
、

名
前
も
国
籍
も
日
本
人
だ
と
、不
自
由
さ

が
教
師
に
も
親
に
も
見
え
づ
ら
い
と
い
う

課
題
も
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、赤
ち
ゃ
ん
の
と
き
か
ら
言

子ども学習支援教室は、宿題や
勉強のサポートだけではなく、
子どもたちが安心して集える
「居場所」を目指している。
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東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
セ
ン
タ
ー

に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
立
ち
上
げ
に

つ
い
て
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。　

　

そ
の
中
で
も
、「
困
窮
し
て
い
る
人
に
食

べ
物
を
届
け
た
い
」
と
い
っ
た
「
食
品
を

届
け
る
」
活
動
の
相
談
が
、増
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
」
の
仕
組
み

や
「
食
品
を
届
け
る
活
動
」
の
始
め
方
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
食
を
介
し
た

　
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

　

誰
か
に
食
品
や
食
事
を
届
け
る
活
動
に

は
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま

す
。

配
食
サ
ー
ビ
ス
…
身
体
的
機
能
の
低
下
な

ど
に
よ
り
調
理
や
買
物
が
困
難
な
高
齢
者

や
障
が
い
者
、
子
育
て
世
帯
な
ど
、
必
要

な
人
に
昼
食
又
は
夕
食
を
配
達
す
る
こ
と

で
、
食
生
活
の
向
上
や
安
否
確
認
を
す
る

活
動
。

炊
き
出
し
…
困
窮
し
た
状
況
に
あ
る
人
の

た
め
や
災
害
時
に
料
理
や
食
べ
物
を
配
る

活
動
。
海
外
で
は
「
心
の
レ
ス
ト
ラ
ン
」

と
い
う
呼
び
方
も
。

フ
ー
ド
バ
ン
ク
…
品
質
に
問
題
が
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
包
装
の
傷
み
や
過
剰
在

庫
、
印
字
ミ
ス
と
い
っ
た
理
由
等
に
よ
り
、

市
場
で
流
通
で
き
な
い
食
品
を
企
業
な
ど

か
ら
寄
付
を
う
け
て
施
設
や
団
体
、
必
要

と
し
て
い
る
人
に
無
償
提
供
す
る
活
動
。

フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
…
地
域
の
企
業
や
農

家
、
家
庭
か
ら
寄
付
さ
れ
る
食
品
を
集
め
、

無
料
で
配
布
す
る
活
動
。
食
べ
物
が
必
要

な
人
が
パ
ン
ト
リ
ー
を
訪
れ
る
こ
と
で
、

食
べ
物
を
通
じ
て
地
域
の
人
と
つ
な
が
る

き
っ
か
け
が
で
き
る
。

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
…
主
に
家
庭
で
賞
味
期

限
ま
で
日
数
が
あ
り
、
余
ら
せ
て
い
る
食

品
を
個
々
人
が
持
ち
寄
り
集
め
る
活
動
。

集
ま
っ
た
食
品
は
フ
ー
ド
バ
ン
ク
な
ど
を

通
じ
て
、
必
要
な
団
体
・
個
人
に
届
け
る
。

子
ど
も
食
堂
…
子
ど
も
や
そ
の
家
族
、
地

域
の
人
に
、
無
料
ま
た
は
安
価
で
栄
養
の

あ
る
食
事
や
居
場
所
を
提
供
す
る
活
動
。

　　

他
に
も
「
居
場
所
」
や
「
学
習
支
援
」

の
活
動
で
も
、「
食
」
が
会
話
の
き
っ
か
け

と
な
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に

す
る
役
割
を
担
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
何

よ
り
も
、「
食
を
介
し
た
」
活
動
の
輪
は
、

フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
を
起
点
に
、
子
ど
も

食
堂
が
次
々
と
立
ち
上
が
っ
て
い
る
よ
う

に
、
地
域
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解
決

へ
の
取
り
組
み
と
し
て
広
が
っ
て
い
き
ま

＊ 本日のご相談 ＊

食品を届ける活動を始めたい
～食を介した活動とフードバンクの始め方～

　買いすぎてしまった缶詰や食品が家にあります。「食べきれない、どうしよう」と思って
いたら、テレビで「１日1食しか食べていない学生」の存在を知りました。「以前から社会
のために何かしたい」と思っていたこともあり、「必要な人たちに食べ物を届ける活動をし
たい！」と思いました。友達にも協力してもらうつもりですが、食べ物を集めたり、いろい
ろな人に届けるには、どうしたらいいのでしょうか。
　フードバンクってどのようにして活動しているんでしょうか。

このコーナーは、TVACに 
寄せられた相談をもとに、市民
活動やNPOの運営にまつわる

ヒントを紹介しています。
明日からすぐにマネ（真似・マネジメント）できる！
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す
。
団
体
同
士
が
つ
な
が
っ
た
り
、
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
で
、
例
え
ば
孤
立

し
が
ち
だ
っ
た
人
が
食
べ
も
の
を
受
け
取

る
だ
け
で
は
な
く
、
行
く
場
所
が
で
き
た

り
、
相
談
を
す
る
人
が
で
き
た
り
と
、
少

し
ず
つ
そ
の
人
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化

し
、
か
か
わ
る
人
が
増
え
、
サ
ポ
ー
ト
の

網
の
目
を
よ
り
細
か
く
し
て
い
く
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　
●「
も
っ
た
い
な
い
」か
ら

　
始
ま
っ
た
仕
組
み

　

フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
仕
組
み
は
、
前
述
し

た
よ
う
に
品
質
に
問
題
は
な
い
食
品
を
さ

ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
か
ら
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
が

寄
付
と
し
て
受
け
取
り
、
必
要
な
人
に
届

け
る
循
環
の
仕
組
み
で
す
。

　

書
籍
『
フ
ー
ド
バ
ン
ク
と
い
う
挑
戦　

貧
困
と
飽
食
の
あ
い
だ
で
』
で
は
、
フ
ー

ド
バ
ン
ク
の
仕
組
み
が
詳
し
く
書
か
れ
て

い
ま
す
。

　
「
原
則
と
し
て
個
人
で
は
な
く
、
福
祉
施

設
や
団
体
に
届
け
る
。
こ
う
し
た
施
設
な

ど
で
は
栄
養
士
や
調
理
士
な
ど
『
食
』
の

専
門
家
が
働
い
て
い
る
場
合
が
多
い
た
め
、

食
品
を
提
供
す
る
企
業
が
危
惧
す
る
『
不

適
切
な
扱
い
』
が
起
こ
り
に
く
い
。
ま
た

フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
趣
旨
を
理
解
し
、
信
頼

関
係
を
築
い
て
い
る
団
体
に
配
る
こ
と
で
、

寄
付
さ
れ
た
食
品
が
よ
そ
に
転
売
さ
れ
る

心
配
も
な
く
な
る
。
受
け
取
る
側
に
と
っ

て
は
、
食
費
の
節
約
に
な
る
。『
食
』
は
も

ち
ろ
ん
大
事
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
は

ほ
か
に
メ
イ
ン
の
活
動
を
行
い
、
別
の
使

命
（
ミ
ッ
シ
ョ
ン
）
を
抱
え
て
い
る
。
フ
ー

ド
バ
ン
ク
が
『
食
』
の
部
分
で
支
援
で
き

れ
ば
、
浮
か
し
た
費
用
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

ほ
ん
ら
い
の
活
動
に
回
す
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、
企
業
に
と
っ
て
は
ま
ず
、
廃
棄
コ

ス
ト
の
節
約
に
な
る
。
そ
の
う
え
一
カ
所

の
フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
食
品
を
提
供
す
れ
ば
、

そ
こ
か
ら
複
数
の
信
頼
で
き
る
団
体
に
分

配
し
て
も
ら
え
る
。
企
業
が
個
別
に
団
体

と
交
渉
し
た
り
、
配
っ
た
り
す
る
よ
り
、

は
る
か
に
効
率
よ
く
、
楽
に
社
会
貢
献
が

で
き
る
」＊
と
あ
り
ま
す

　

つ
ま
り
、
食
べ
物
の
有
効
活
用
、
経
費

の
削
減
、
効
率
性
、
社
会
貢
献
、
か
か
わ

る
人
へ
の
安
全
の
配
慮
等
が
フ
ー
ド
バ
ン

ク
の
ポ
イ
ン
ト
と
言
え
ま
す
。

●
フ
ー
ド
バ
ン
ク
を

　
始
め
る
に
は
？

　　

活
動
を
始
め
る
に
は
、
①
ど
こ
か
ら
集

め
て
②
誰
に
③
ど
の
よ
う
に
届
け
た
い
の

か
④
安
全
に
活
動
を
行
う
た
め
の
ル
ー
ル

を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

①
ど
こ
か
ら
集
め
る
？

　

食
品
の
供
給
源
は
、
生
産
者
、
市
場
、

加
工
業
者
、
流
通
、
小
売
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、

個
人
、
自
治
体
、
既
存
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク

な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

大
手
の
企
業
は
、
ル
ー
ル
や
仕
組
み
が

整
っ
て
い
る
、
既
存
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク
と

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
小
さ
な

規
模
の
新
し
い
団
体
が
、
突
然
、
つ
な
が

り
の
な
い
大
手
企
業
に
食
品
の
寄
付
を
お

願
い
す
る
の
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
、
友
人
や
地
域
の
人
に
声
を
か
け

て
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
実
施
を
お
勧
め

し
ま
す
。
地
域
の
中
で
食
品
を
集
め
て
み

て
、
ど
の
ぐ
ら
い
の
量
で
、
ど
ん
な
食
品

が
集
ま
り
や
す
い
の
か
経
験
を
積
み
、
少

し
ず
つ
目
標
と
す
る
活
動
に
近
づ
け
て
い

く
の
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
際
に
、
地
域
の
ス
ー
パ
ー
や
企
業

に
活
動
の
目
的
な
ど
を
お
話
し
、
信
頼
関

係
を
築
き
な
が
ら
徐
々
に
協
力
を
お
願
い

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
地
域
の
中
で
、
い
ろ

い
ろ
な
立
場
の
人
た
ち
に
参
加
し
て
も
ら

い
、
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

ま
た
、
東
京
都
環
境
局 

資
源
循
環
推
進

部
計
画
課
で
は
、「
都
内
区
市
町
村
と
フ
ー

ド
バ
ン
ク
を
つ
な
ぐ
未
利
用
食
品
マ
ッ
チ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
」
や
、
農
林
水
産
省
食
料
産

業
局
バ
イ
オ
マ
ス
循
環
資
源
課
で
も
、
フ
ー

ド
バ
ン
ク
活
動
に
関
す
る
情
報
が
あ
り
ま

す
。

　

フ
ー
ド
バ
ン
ク
と
し
て
運
営
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
企
業
が
フ
ー

ド
バ
ン
ク
へ
食
品
を
提
供
し
た
場
合
、
食

品
の
提
供
に
要
す
る
費
用
を
損
金
（
税
務

の
世
界
で
の
会
社
の
費
用（
支
出
）の
こ
と
。

税
務
の
世
界
で
は
、
会
計
と
は
違
っ
た
ル
ー

ル
が
あ
り
、
会
社
が
使
っ
た
お
金
を
全
て
、

会
社
の
費
用
と
し
て
申
告
で
き
ま
せ
ん
。）

に
で
き
る
情
報
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
へ
食
品
を
提
供
し
た
場
合

の
取
り
扱
い
」
も
確
認
し
、
提
供
で
き
る

と
企
業
の
協
力
が
増
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

②
誰
に
？

　

施
設
な
ど
団
体
か
個
人
か
で
、
届
け
方

や
必
要
な
食
品
の
種
類
、
管
理
の
仕
方
も

変
わ
り
ま
す
。
児
童
養
護
施
設
や
子
育
て

世
帯
、
学
生
と
、
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を

も
ち
、
誰
に
届
け
る
の
か
考
え
て
み
て
く

だ
さ
い
。

③
ど
の
よ
う
に
届
け
る
？

　

集
め
た
食
品
は
、
例
え
ば
、
施
設
や
子

ど
も
食
堂
、
小
さ
な
子
ど
も
が
い
る
家
庭

に
は
、
定
期
的
に
団
体
が
所
有
す
る
車
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
車
を
借
り
て
、
直
接
、

届
け
る
方
法
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
必
要
な

団
体
や
人
に
、直
接
、取
り
に
来
て
も
ら
う
、

郵
送
す
る
な
ど
、
ど
ん
な
方
法
が
相
手
に
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と
っ
て
い
い
か
、
ま
た
自
分
た
ち
が
で
き
る

方
法
は
、
何
か
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

単
純
に
届
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
安
否

や
体
調
の
確
認
、
ち
ょ
っ
と
し
た
会
話
を

す
る
こ
と
で
の
気
分
転
換
な
ど
一
緒
に
で

き
る
ほ
か
の
目
的
も
取
り
入
れ
る
と
い
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

あ
る
フ
ー
ド
バ
ン
ク
で
は
、
初
め
て
利

用
さ
れ
る
個
人
に
は
、
直
接
団
体
を
訪
れ

て
も
ら
い
、
身
分
証
の
提
示
で
食
品
を
渡

し
ま
す
。
２
回
目
か
ら
は
、
団
体
に
取
り

に
来
て
も
ら
う
た
め
の
日
時
を
予
約
し
て

も
ら
い
ま
す
。
そ
の
時
に
名
前
や
連
絡
先
、

家
族
の
人
数
・
子
ど
も
の
人
数
、
料
理
が

で
き
る
か
な
ど
、
そ
の
方
の
状
況
に
あ
っ

た
食
品
の
提
供
や
サ
ポ
ー
ト
を
目
指
し
た

質
問
を
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

手
続
き
に
は
、
決
ま
り
は
あ
り
ま
せ
ん

か
ら
、
相
手
か
ら
情
報
を
得
る
目
的
や
必

要
性
を
明
確
に
し
て
仕
組
み
を
作
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

ほ
か
の
団
体
を
参
考
に
す
る
の
は
、
い

い
こ
と
で
す
が
、
自
団
体
で
検
討
を
せ
ず

に
、
身
分
証
の
提
示
や
し
く
み
を
闇
雲
に

ま
ね
る
と
、
相
手
か
ら
理
由
を
聞
か
れ
た

と
き
に
説
明
が
で
き
ず
、
せ
っ
か
く
つ
な

が
っ
た
相
手
の
信
用
を
失
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
食
品
を
受
け
取
り
に
来
る
、
提
供

を
う
け
る
と
い
う
行
動
は
、
活
動
団
体
が

想
像
し
て
い
る
よ
り
、
は
る
か
に
心
理
的

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
勇
気
の
い
る
こ
と
で
す
。

そ
の
こ
と
を
忘
れ
ず
に
し
く
み
を
つ
く
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
は
、
場
を
開
い
て
い

る
時
間
を
告
知
し
、
そ
の
時
間
内
の
好
き

な
時
間
に
訪
れ
て
も
ら
い
、
食
品
を
選
ん

で
も
ら
っ
た
り
、
袋
詰
め
し
た
食
品
を
渡

し
て
い
ま
す
。

　
④
安
全
に
活
動
を
行
う
た
め
の
ル
ー
ル

　

食
品
を
扱
う
活
動
は
、
事
故
が
お
こ
れ

ば
信
頼
関
係
が
崩
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、

個
人
の
健
康
を
脅
か
し
た
り
、
企
業
の
ブ

ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
損
な
う
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
自
分
た
ち
を
守
る
た

め
に
も
、
安
全
に
活
動
す
る
た
め
に
は
、

ど
ん
な
ル
ー
ル
が
必
要
か
、
話
し
合
っ
て

決
め
ま
し
ょ
う
。　

　

具
体
的
に
は
、
保
管
場
所
や
管
理
方
法
、

衛
生
面
や
、
受
け
渡
し
の
ル
ー
ル
や
手
続

き
の
有
無
、
配
布
し
た
食
品
に
つ
い
て
の

問
い
合
わ
せ
、
お
よ
び
対
応
、
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

特
に
衛
生
面
で
は
、
食
品
衛
生
に
関
す
る

研
修
を
定
期
的
に
受
講
し
て
、
食
品
衛
生

に
必
要
な
情
報
や
知
識
を
身
に
つ
け
、
預

か
っ
た
食
品
を
適
切
に
管
理
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
定
期
的
な
清
掃
、
害
虫
の
侵

入
防
止
の
た
め
の
対
策
、
食
べ
物
の
受
取

時
や
配
送
時
に
、
消
費
・
賞
味
期
限
、
ア

レ
ル
ゲ
ン
、
食
品
の
品
質
や
安
全
性
に
悪

影
響
を
及
ぼ
す
包
装
の
破
損
等
が
な
い
こ

と
を
確
認
す
る
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

な
ど
が
あ
る
と
便
利
で
す
。

　

公
益
法
人
日
本
フ
ー
ド
バ
ン
ク
連
盟
で

は
、「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を

策
定
し
て
い
ま
す
か
ら
、
ル
ー
ル
を
考
え

る
う
え
で
ど
ん
な
軸
が
あ
る
か
、
参
考
に

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

身
体
の
中
に
入
る
食
品
を
扱
う
た
め
衛

生
管
理
や
受
け
取
る
人
の
気
持
ち
、
寄
付

し
た
側
の
信
頼
を
裏
切
ら
な
い
た
め
の
運

用
ル
ー
ル
が
大
切
で
す
。

　

海
外
で
は
、
企
業
等
か
ら
寄
付
が
少
な

い
肉
や
乳
製
品
な
ど
を
購
入
し
、
提
供
し

て
い
る
団
体
も
あ
る
よ
う
で
す
。
寄
付
さ

れ
る
食
品
は
、
種
類
に
偏
り
が
あ
る
一
方

で
、
必
要
と
し
て
い
る
人
に
は
子
ど
も
も

多
く
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
食
生
活
の
バ

ラ
ン
ス
を
保
つ
た
め
に
栄
養
価
の
高
い
食

品
も
提
供
し
た
い
と
い
う
考
え
が
あ
り
ま

す
。　

　

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
品
提
供
は
、
資

金
力
も
必
要
に
な
り
、
簡
単
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
団
体
の
財
務
状
況
に
応
じ
て
、

検
討
し
て
も
い
い
内
容
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
●
届
け
た
い
人
に
届
け
る

　
カ
ギ
は
？

　　

活
動
を
し
て
い
く
中
で
、
も
っ
と
子
育

て
世
帯
に
届
け
た
い
の
に
、「
思
っ
て
い
る

よ
う
に
食
べ
物
が
届
か
な
い
」、「
ニ
ー
ズ
は

あ
る
は
ず
な
の
に
…
」
と
活
動
者
が
首
を

か
し
げ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

必
要
な
人
に
届
け
ら
れ
て
い
る
活
動
に

は
、
ど
ん
な
工
夫
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

最
初
に
す
べ
き
こ
と
は
、
相
手
が
ど
ん

な
思
い
や
環
境
に
い
る
か
、
想
像
す
る
こ

と
で
す
。

　

食
品
が
必
要
な
人
た
ち
は
、
そ
の
状
態

を
「
自
分
の
努
力
不
足
」
と
思
っ
て
い
た

り
、「
自
己
責
任
だ
か
ら
」
と
、
苦
し
い
状

況
を
声
に
出
さ
ず
に
い
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
長
時
間
働
い
て
い
て
「
取
り

に
行
け
な
い
」、「
施
し
は
不
要
」、「
説
明

や
手
続
き
が
面
倒
」
と
考
え
、
つ
な
が
ら

な
い
人
も
い
ま
す
。

　

あ
る
地
域
で
は
、
生
理
用
ナ
プ
キ
ン
や

食
品
を
袋
詰
め
に
し
て
複
数
の
場
所
で
配

布
を
し
て
い
ま
し
た
。
本
人
証
明
等
の
提

示
は
必
要
な
く
、
配
布
窓
口
に
設
置
し
た

専
用
カ
ー
ド
を
提
示
す
る
こ
と
で
配
布
さ

れ
ま
す
。
提
示
す
る
カ
ー
ド
に
は
、「
生
理

用
品
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
お
声
に
だ
さ

な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
。
窓
口
に
こ
の
カ
ー
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20 ネットワーク  2021/8

ド
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
」
と
あ
り
ま
す
。

　

食
品
や
必
要
な
物
を
受
け
取
り
た
い
と

思
っ
て
い
る
人
た
ち
の
障
壁
と
な
る
の
は
、

「
自
分
が
、
今
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
相
談

機
関
や
団
体
の
人
に
、
自
分
の
口
で
、
説

明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
証
明
し
な
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
自
分
の
置
か
れ
て
い
る
難
し
い
状
況

を
何
度
も
話
す
こ
と
は
、
決
し
て
簡
単
な

こ
と
で
は
な
い
は
ず
で
す
。
ま
た
、
う
ま

く
伝
え
ら
れ
な
い
方
も
い
る
で
し
ょ
う
。

ル
ー
ル
や
手
続
き
上
、
そ
の
方
の
状
況
を

お
話
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
手
続
き
や
説

明
は
、
相
手
に
と
っ
て
苦
痛
を
伴
う
こ
と

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
を
常
に
頭

に
置
き
な
が
ら
届
け
方
を
工
夫
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。　

　

受
け
渡
し
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
他
に
、

提
示
す
る
書
類
や
記
載
事
項
な
ど
の
手
続

き
を
最
小
限
に
し
、
適
切
で
思
い
や
り
の

あ
る
態
度
が
、
必
要
な
人
に
届
け
る
カ
ギ

な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

●
自
分
が
で
き
る
こ
と

　

食
べ
物
を
届
け
る
活
動
の
究
極
的
な
目

標
の
１
つ
は
、
国
連
農
業
機
関
が
定
義
し

て
い
る
食
料
安
全
保
障
、「
す
べ
て
の
人
が

健
康
で
豊
か
な
人
生
を
お
く
る
た
め
に
、

必
要
な
栄
養
と
嗜
好
を
満
た
す
、
安
全
で

栄
養
の
あ
る
食
べ
物
を
、
い
つ
で
も
十
分

な
量
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
」
状
態
を
つ

く
る
こ
と
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
個
人
が
で
き
る
こ
と
は
食

品
の
寄
付
を
す
る
こ
と
や
、
お
金
の
寄
付

で
、
間
接
的
に
食
品
を
届
け
る
活
動
に
参

加
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
参
加
も
、
地
域
の
サ
ポ
ー
ト
の
網
目

を
細
か
く
す
る
一
助
に
な
り
ま
す
。

　

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
し
て
み
た
い
と
い

う
人
に
は
、
協
力
を
し
て
く
れ
る
自
治
体

も
あ
り
ま
す
。
情
報
を
集
め
、
で
き
る
こ

と
か
ら
始
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
●
最
初
の
一
歩

　　

ご
相
談
の
あ
っ
た
方
は
、
ま
ず
は
、
フ
ー

ド
ド
ラ
イ
ブ
の
情
報
を
集
め
て
、
食
品
を

誰
に
ど
う
や
っ
て
届
け
よ
う
か
、
友
人
と

会
議
を
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

 

（
相
談
担
当
専
門
員　

安
井 

忍
）

＊
『 

フ
ー
ド
バ
ン
ク
と
い
う
挑
戦　

貧
困
と
飽
食

の
あ
い
だ
で
』（
大
原
悦
子
著　

岩
波
書
店 

２
０
０
８
年
ｐ
18

－

19
）

令令和和 33 年年 44 月月よよりり、、葛葛飾飾区区役役所所リリササイイククルル清清掃掃課課にに  

フフーードドドドラライイブブのの常常設設窓窓口口をを設設置置ししてていいまますす。。  

集集ままっったた食食品品ななどどはは、、社社会会福福祉祉協協議議会会とと連連携携ししてて  

福福祉祉施施設設やや子子どどもも食食堂堂ななどどににおお渡渡ししししまますす。。  

フフーードドドドラライイブブはは食食品品ロロスス削削減減ににつつななががりりまますす。。  

ごご家家庭庭でで消消費費ししききれれなないい食食品品ががあありりままししたたらら、、  

ぜぜひひごご協協力力ををおお願願いいししまますす。。  

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                                     
 

                                 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

賞賞味味期期限限ままででままだだ日日数数ががああるるののにに、、ごご家家庭庭でで余余っっててししままっってていいるる

食食品品ななどど「「ままだだ食食べべらられれるる食食品品」」をを家家庭庭やや学学校校ななどどでで集集めめ（（フフーードド

ドドラライイブブ））、、ＮＮＰＰＯＯ団団体体ななどどののフフーードドババンンククをを通通じじてて福福祉祉施施設設ななどど

ににおお渡渡ししすするる活活動動でですす。。  

ままだだ食食べべらられれるるののにに捨捨ててらられれててししままうう「「食食品品ロロスス」」削削減減のの取取組組みみ

ととししてて誰誰ににででももででききるる活活動動でですす。。  

 フードドライブ・フードバンクとは 

その他…飲料 乾物（乾麺、海藻 など） 

乳幼児用食品（粉ミルク、離乳食、ベビーフード など） 

健康食品（栄養補助食品、サプリメント など） 等 

嗜好品 

 

調味料 

 

インスタント 

レトルト食品 

 

缶詰 

 

 未開封のもの 

 賞味期限が明記されており、 

1 ヶ月以上あるもの 

 包装や外装が破損していないもの 

 ビン詰めの食品でないもの 

 生鮮食品以外のもの 

 冷蔵・冷凍食品以外のもの 

※受け取りの際に上記の種類や条件を確認し、食品の状態によってはお持ち帰りいただく場合もあります。 

 フードドライブ・フードバンクの流れ 

リサイクル清掃課窓口で 

お預かりした食品 

フードバンク 

（NPO 等団体） 

個人・各企業・学校など 福祉施設・子ども食堂など 

 集める食品の種類（例）  条 件 

葛飾区役所のフードドライブのチラシ。同区役所では、リサイクル清掃課にフードドライブの
常設窓口を設置している。「まだ食べられる食品」を集め（フードドライブ）、「まだ食べられる食
品」を集め（フードドライブ）、葛飾区社会福祉協議会と連携して子ども食堂などに届けてい
る。などに届けている。
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Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
で
は
、中
間
支
援
組
織
や

福
祉
施
設
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
対
象
の
研

修
と
し
て
、支
援
力
ア
ッ
プ
塾
を
開
講

し
今
年
度
で
10
年
目
を
迎
え
ま
す
。
こ

れ
ま
で
会
場
に
集
合
し
て
実
施
し
て
き

た
ア
ッ
プ
塾
で
し
た
が
、昨
年
か
ら
の

コ
ロ
ナ
禍
で
は
そ
れ
が
難
し
く
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
る
開
催
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

ス
タ
ー
ト
し
た
当
初
は
機
材
の
準
備
か

ら
操
作
ま
で
初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で

苦
労
の
連
続
で
し
た
。
し
か
し
、そ
の

経
験
は
失
敗
も
含
め
て
今
に
い
き
て
い

Vol.11

る
と
感
じ
ま
す
。
顔
を
合
わ
せ
て
行
う

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
は
か
け
が
え
の
な

い
も
の
と
痛
感
す
る
一
方
、遠
方
の
ゲ

ス
ト
や
受
講
生
と
の
交
流
は
オ
ン
ラ
イ

ン
だ
か
ら
こ
そ
の
賜
物
で
し
た
。
主
催

す
る
側
と
受
講
す
る
側
の
双
方
に
オ
ン

ラ
イ
ン
の
環
境
が
整
い
つ
つ
あ
る
な
か
、

ア
ッ
プ
塾
が
で
き
る
こ
と
の
幅
は
確
実

に
広
が
り
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
に
は
手
軽
に
参
加
で
き

る
良
さ
も
あ
り
ま
す
。
会
場
ま
で
の
移

動
時
間
を
要
せ
ず
職
場
に
居
な
が
ら
に

し
て
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

日
々
忙
し
い
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
に
は

誘
因
と
な
る
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
年
度
企
画
の「
コ
ロ
ナ
禍

で
ど
う
し
て
る
？
オ
ン
ラ
イ
ン
カ
フ
ェ
」

で
は
、５
月
か
ら
毎
月
１
回
、
午
後
２

時
か
ら
の
２
時
間
と
枠
を
決
め
、講
座

の
よ
う
な
、サ
ロ
ン
の
よ
う
な
、
気
軽

な
オ
ン
ラ
イ
ン
カ
フ
ェ
と
題
し
て
参
加

を
呼
び
か
け
ま
し
た（
全
４
回
）。
す
る

と
７
月
ま
で
の
３
回
の
カ
フ
ェ
で
は
毎

回
定
員
を
満
た
し
、近
畿
圏
や
長
野
県

な
ど
こ
れ
ま
で
に
は
な
い
顔
ぶ
れ
の
参

加
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
ひ
と
つ
ア
ッ

プ
塾
を
介
し
て
つ
な
が
り
の
輪
を
広
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
ま
た
、新
た
な
課
題
も
見
つ

け
ま
し
た
。
き
ち
っ
と
し
が
ち
な
研
修

で
す
が
、い
か
に
ゆ
る
や
か
な
語
り
合

い
の
場
を
オ
ン
ラ
イ
ン
上
に
つ
く
る
の

か
。
今
後
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
た
い

と
思
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
を
支
援

す
る
①
86
団
体
の
助
成
情
報
、②
12
団

体
の
表
彰
情
報
、③
６
団
体
の
融
資
情

報
を
掲
載
。
申
請
書
類
の
様
式
や
助
成

金
申
請
の
た
め
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
も
充
実

さ
せ
、「
助
成
金
申
請
の
５
つ
の
基
本
」

「
助
成
を
受
け
た
次
の
年
」「
助
成
を
受

け
た
事
業
で
困
っ
た
と
き
は
」に
加
え

「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
活
動
の
工
夫
」も

新
規
に
掲
載
し
ま
し
た
。
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私
は
ビ
ル
マ
と
い
う
国
が
心
底
大
好

き
だ
。仏
教
を
信
仰
す
る
人
々
が
多
く
、

と
て
も
温
厚
で
困
っ
て
い
る
人
に
は
必

ず
手
を
差
し
出
す
。気
候
は
蒸
し
暑
く
、

町
は
東
南
ア
ジ
ア
独
特
の
香
辛
料
、
お

線
香
、排
気
ガ
ス
な
ど
が
入
り
混
じ
り
、

な
ん
と
も
心
地
よ
い
。「
パ
ダ
ウ
」
と

は
ビ
ル
マ
を
代
表
す
る
花
で
、
雨
期
に

咲
く
こ
と
か
ら
、「
恵
み
の
花
」
と
言

わ
れ
て
い
る
。
現
在
の
国
名
は
ミ
ャ
ン

マ
ー
だ
が
、
軍
事
政
権
以
前
は
「
ビ
ル

マ
」
で
あ
っ
た
た
め
、
あ
え
て
こ
こ
で

は
そ
う
呼
び
た
い
。

　

私
は
、
小
学
生
の
時
に
初
め
て
ビ
ル

マ
を
旅
行
で
訪
れ
た
。
そ
の
時
、
日
本

で
は
あ
ま
り
感
じ
る
こ
と
の
な
い
「
究

極
の
優
し
さ
」
に
触
れ
た
。
ヤ
ン
ゴ
ン

か
ら
北
上
し
た
シ
ャ
ン
州
の
カ
ロ
ー
と

い
う
田
舎
町
を
訪
れ
た
時
だ
っ
た
。
家

族
が
突
然
の
病
で
倒
れ
た
。
知
り
合
い

も
い
な
い
、
ビ
ル
マ
語
だ
っ
て
話
す
こ

と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
助
け
て
く
れ

た
の
は
、
小
さ
な
レ
ス
ト
ラ
ン
を
営
む

家
族
だ
っ
た
。
看
病
で
身
動
き
が
と
れ

な
い
、
私
た
ち
の
た
め
に
料
理
を
作
っ

て
く
れ
、
病
院
を
紹
介
し
て
く
れ
た
。

ど
こ
へ
も
行
け
な
い
私
の
遊
び
相
手
を

し
て
く
れ
た
の
も
彼
ら
だ
っ
た
。
初
め

て
訪
れ
る
異
国
の
地
で
あ
っ
た
が
、「
恐

怖
」「
寂
し
さ
」は
一
切
感
じ
な
か
っ
た
。

む
し
ろ
、
出
来
る
な
ら
ば
、
ず
っ
と
こ

こ
に
い
た
い
と
強
く
思
っ
た
。
そ
の
後

パダウの国パダウの国

vol.20

も
日
本
で
難
民
で
き
て
い
る
ビ
ル
マ
人

と
交
流
を
重
ね
た
。
私
は
ビ
ル
マ
人
か

ら
も
ら
っ
た
多
く
の
優
し
さ
に
対
し
て

何
か
恩
返
し
が
し
た
い
と
長
い
間
思
っ

て
い
る
。
ど
ん
な
形
で
そ
れ
が
実
現
で

き
る
か
は
模
索
中
だ
。

　

今
、
ビ
ル
マ
は
２
０
２
１
年
２
月
１

日
に
起
き
た
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
り
危
機

的
状
況
に
陥
っ
て
い
る
。
長
い
間
、
軍

事
政
権
に
苦
し
ん
で
き
た
が
、ア
ウ
ン
・

サ
ン
・
ス
ー
チ
ー
氏
（
以
下
、ス
ー
チ
ー

氏
と
略
す
）
が
実
権
を
握
り
民
主
化
へ

歩
み
だ
し
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
７
月
現

在
、
国
軍
に
よ
る
弾
圧
に
よ
り
命
を
落

と
し
た
市
民
は
少
な
く
と
も
９
０
０
人

を
超
え
た
。

　
「
何
も
変
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
」

と
虚
し
く
、
酷
く
失
望
し
た
。
ビ
ル
マ

で
は
こ
れ
ま
で
、
民
主
化
を
求
め
デ
モ

が
繰
り
返
し
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
一

つ
が
１
９
８
８
年
に
ビ
ル
マ
の
平
和
の

た
め
に
起
こ
し
た
運
動
だ
。
僧
侶
と
学

生
を
中
心
に
数
千
人
が
国
軍
に
よ
っ
て

命
を
奪
わ
れ
た
。

　

そ
の
当
時
の
様
子
は
映
画
『
ラ
ン

グ
ー
ン
を
超
え
て
』
で
描
か
れ
て
い
る
。

事
件
に
よ
り
、
夫
と
息
子
を
亡
く
し
た

主
人
公
ロ
ー
ラ
の
心
を
動
か
し
た
の
は
、

旅
先
で
出
会
っ
た
ビ
ル
マ
の
人
々
の
温

か
さ
だ
っ
た
。
民
主
化
を
求
め
て
戦
う

市
民
の
姿
に
心
を
打
た
れ
、
自
身
も
供

に
行
動
す
る
こ
と
を
決
意
す
る
。
ま
た
、

当
時
は
外
国
メ
デ
ィ
ア
が
ビ
ル
マ
に
つ

い
て
報
道
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
こ

と
で
あ
っ
た
た
め
、主
人
公
は
ス
ー
チ
ー

氏
の
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
。
完
全
に

「
閉
鎖
」
さ
れ
た
国
だ
っ
た
。
こ
の
映
画

で
は
当
時
の
ビ
ル
マ
の
様
子
が
と
て
も

忠
実
に
、
鮮
明
に
描
か
れ
て
い
る
。
初

め
て
観
た
の
は
私
が
小
学
生
の
時
だ
っ

た
が
、
強
く
心
を
動
か
さ
れ
た
。

　

私
の
中
で
特
に
大
切
に
し
て
い
る
場

面
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
タ
イ
へ
の
国
境
を

渡
る
際
、ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
の
ア
ウ
ン・コ
ー

が
民
衆
に
銃
を
む
け
る
国
軍
を
説
得
し
、

仲
間
に
な
る
場
面
だ
。
対
立
す
る
相
手

に
対
し
て
、
歩
み
よ
る
こ
と
の
尊
さ
を

教
え
て
く
れ
る
。「
希
望
」
は
苦
し
い
状

況
に
い
る
時
は
見
失
い
が
ち
だ
が
、
い

つ
も
私
た
ち
の
そ
ば
に
あ
る
の
だ
。

　

最
後
に
、
日
本
に
い
る
私
た
ち
が

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
平
和
の
た
め
に
で
き
る

こ
と
は
署
名
活
動
へ
の
参
加
、
寄
付
、

デ
モ
へ
の
参
加
な
ど
色
々
な
形
が
あ

る
。
も
っ
と
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
て
、
高

田
馬
場
に
数
多
く
あ
る
ビ
ル
マ
料
理
屋

へ
行
き
、
お
い
し
い
料
理
を
味
わ
い
な

が
ら
、
ど
う
い
う
国
な
の
か
知
る
と
い

う
の
も
支
援
の
第
一
歩
か
も
し
れ
な
い
。

　

ビ
ル
マ
が
本
当
の
意
味
で
「
開
か
れ

た
」
国
に
変
わ
る
ま
で
長
い
道
の
り
に

な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
日
が
く
る
ま
で
心

を
寄
せ
て
、一
緒
に
戦
っ
て
い
き
た
い
。

�

（
村
上　

カ
ヤ
）

＊当センタースタッフによるコラム

『ラングーンを越えて』DVD 1,572 円
（税込）
発売元：ワーナー・ブラザース ホーム
エンターテイメント
販売元：NBC ユニバーサル・エンター
テイメント
Beyond Rangoonc 1995 Castle 
Rock Entertainment. Package 
Design & Supplementary Material 
Compilation c 2008 Warner Bros. 
Entertainment Inc. Distributed by 
Warner Home Video. All rights 
reserved.
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感覚が人より深いHSP
～感受性が強すぎると言われて育った私～

セルフヘルプ
という力㉘
当事者の歩み編

みきえさん

Ｈ
Ｓ
Ｐ
（H

ighly Sensitive Person

）

の
当
事
者
、
み
き
え
さ
ん
に
お
話
を
う
か

が
い
ま
し
た
。

感
受
性
が
強
す
ぎ
る
と
言
わ
れ
て
、

ど
こ
に
も
居
場
所
が
な
か
っ
た

　

私
は
Ｈ
Ｓ
Ｐ
で
す
。
Ｈ
Ｓ
Ｐ
は
、
人
よ

り
と
て
も
感
じ
や
す
く
、
些
細
な
こ
と
で

動
揺
し
、
刺
激
量
に
圧
倒
さ
れ
、
疲
れ
や

す
く
、
敏
感
な
人
の
こ
と
で
す
。
世
界
で

は
Ｈ
Ｓ
Ｐ
の
人
が
人
口
の
２
～
３
割
い
る

と
言
わ
れ
て
い
る
ん
で
す
が
、
日
本
は

も
っ
と
多
い
だ
ろ
う
っ
て
い
う
捉
え
方
も

あ
る
よ
う
で
す
。

　

私
は
親
か
ら
「
感
受
性
が
強
い
」
と
言

わ
れ
て
育
ち
ま
し
た
。
そ
れ
も
否
定
的
な

感
じ
で
言
わ
れ
て
い
た
の
で
、
感
受
性
が

強
す
ぎ
る
の
は
良
く
な
い
こ
と
な
ん
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
人
よ
り
感
じ
や
す
い

上
に
、
Ｄ
Ｖ
の
あ
る
家
庭
だ
っ
た
の
で
、

暴
力
と
か
、
両
親
の
諍
い
と
か
、
も
の
す

ご
い
緊
張
感
の
中
で
日
々
を
過
ご
さ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
小
学
校
の
時
に
恋

愛
依
存
、
性
依
存
、
摂
食
障
害
が
始
ま
り
、

結
果
的
に
11
個
も
の
依
存
症
に
な
り
ま
し

た
。「
感
じ
す
ぎ
る
」
た
め
に
生
き
づ
ら
く

て
、
刺
激
で
刺
激
を
相
殺
し
て
、
な
ん
と

か
感
覚
を
麻
痺
さ
せ
な
が
ら
生
き
延
び
て

き
た
感
じ
で
す
。
心
の
痛
み
に
耐
え
か
ね

て
、
痛
み
止
め
を
大
量
に
飲
み
、
48
時
間

昏
倒
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

結
婚
し
て
子
ど
も
も
授
か
り
ま
し
た
が
、

依
存
症
が
原
因
で
離
婚
し
ま
し
た
。
今
は

家
族
み
ん
な
、
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
こ
ろ
友
達
が
全
く
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
同
級
生
と
は
何
か
こ
う
、
話

し
が
合
わ
な
い
ん
で
す
。
自
分
の
思
っ
て

い
る
こ
と
を
言
っ
て
も
、「
深
く
考
え
す
ぎ

る
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
い
、
と
て
も
孤
独

で
し
た
。
大
人
に
な
っ
て
も
そ
れ
は
変
わ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
同
僚
と
一
緒
に
旅
行

に
行
っ
た
時
に
、「
春
に
木
々
が
綺
麗
に
な

る
こ
と
を『
春
の
紅
葉
』と
言
う
ん
だ
よ
ね
。

と
て
も
綺
麗
だ
ね
」
っ
て
言
っ
た
ら
、「
そ

れ
ず
っ
と
考
え
て
き
た
ネ
タ
で
し
ょ
」
っ
て

言
わ
れ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
。
私
は
た
だ
感

じ
た
ま
ま
を
言
っ
た
だ
け
な
の
に
。
自
分

の
こ
と
を
う
ま
く
説
明
で
き
な
か
っ
た
し
、

言
語
化
し
た
と
し
て
も
、
何
か
浮
い
た
感

じ
に
な
っ
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
ね
。
孤
独
を

感
じ
て
、
学
校
に
も
職
場
に
も
家
庭
に
も

居
場
所
が
無
い
の
で
、
依
存
症
で
寂
し
さ

を
紛
ら
わ
せ
て
、
埋
め
て
い
た
感
じ
で
す
。

　

依
存
症
を
理
解
し
て
く
れ
る
ド
ク
タ
ー

に
出
会
っ
て
、
そ
こ
か
ら
良
く
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。
体
調
に
合
わ
せ
て
、
自
分
の

依
存
症
の
そ
れ
ぞ
れ
の
自
助
グ
ル
ー
プ
に

通
っ
て
い
ま
す
。
自
助
グ
ル
ー
プ
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
に
通
っ
て
仲
間
と
出
会
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
今
は
ほ
と
ん
ど
の
依
存
症
の

症
状
は
お
さ
ま
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
感

じ
や
す
さ
と
い
う
の
は
や
っ
ぱ
り
残
る
も

の
で
す
か
ら
、
生
き
延
び
る
た
め
に
依
存

し
て
い
た
も
の
が
無
く
な
っ
た
分
、
か

え
っ
て
辛
い
ん
で
す
ね
。

　

２
０
０
０
年
に
Ｈ
Ｓ
Ｐ
に
つ
い
て
書
か

れ
た
本
が
日
本
で
も
出
版
さ
れ
て
、
そ
れ

を
読
ん
だ
方
が
横
浜
市
で
当
事
者
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
始
め
た
ん
で
す
。
初
め
て
そ

の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
行
っ
た
時
、
私
の
こ

の
状
態
は
決
し
て
悪
い
事
じ
ゃ
な
い
ん
だ

と
、
感
覚
が
深
い
と
い
う
こ
と
は
、
む
し

ろ
長
所
な
の
だ
と
い
う
こ
と
に
気
づ
く
こ

と
が
で
き
て
、
す
ご
く
救
わ
れ
た
思
い
で

し
た
。
そ
の
グ
ル
ー
プ
が
閉
会
し
て
し
ま

う
こ
と
に
な
り
、
横
浜
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

担
当
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

Ｈ
Ｓ
Ｐ
の
感
覚

　

私
は
聴
覚
が
特
に
敏
感
で
、
大
き
な
駅

の
雑
踏
を
歩
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
人

が
ひ
し
め
き
あ
っ
て
大
勢
い
る
音
や
雰
囲

気
に
圧
倒
さ
れ
ま
す
。
喫
茶
店
で
、
人
が

ワ
ー
ワ
ー
喋
っ
て
る
と
こ
ろ
も
だ
め
で
す

ね
。
私
の
対
応
策
は
、
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
を

つ
け
て
、
ヒ
ー
リ
ン
グ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
を

流
す
と
い
う
方
法
で
す
。
音
楽
を
聴
い
て
、

人
混
み
の
中
を
す
り
抜
け
て
歩
き
ま
す
。

そ
れ
で
も
横
浜
駅
の
、
中
央
口
と
か
は

や
っ
ぱ
り
人
が
多
す
ぎ
る
の
で
、
北
口
と

い
う
、
人
知
れ
ず
あ
る
改
札
を
使
っ
た
り

人生には、予期しないことや、自
分で選ぶことができない状況・出
来事に直面することがあります。
私たち一人ひとりが、自分の人生
における「当事者」です。「当事
者の歩み編」では、さまざまな経
験や状況を生きる方々にお話をう
かがいます。
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で
す
が
、
７
階
に
あ
る
私
の
部
屋
の
ベ
ラ

ン
ダ
か
ら
、
長
い
年
月
を
か
け
て
成
長
し

て
き
た
樹
木
の
先
っ
ぽ
が
並
ん
で
見
え
る

ん
で
す
よ
。
そ
れ
を
背
景
に
お
月
様
を
眺

め
た
り
と
か
。
そ
ん
な
時
間
で
癒
さ
れ
ま

す
ね
。
ま
あ
、
多
少
の
騒
音
は
あ
る
け
ど
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
生
活
で
き
る
と
い
う
の

は
大
き
い
で
す
。

　

私
に
と
っ
て
の
〝
家
電
あ
る
あ
る
〟
な

ん
で
す
が
、
テ
レ
ビ
は
消
し
て
て
も
無
音

じ
ゃ
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
ジ
ー
っ
て
い
う

音
が
、
い
つ
の
間
に
か
す
る
よ
う
に
な
っ

て
。
ブ
ラ
ウ
ン
管
の
時
は
し
な
か
っ
た
と

思
う
ん
で
す
け
ど
。
液
晶
に
な
っ
て
か
ら
、

画
面
が
つ
い
て
る
時
の
ブ
ー
ン
と
い
う
音

に
も
最
初
は
慣
れ
な
く
て
、
テ
レ
ビ
を
見

て
て
疲
れ
て
し
ま
う
。
他
に
も
冷
蔵
庫
が

結
構
う
る
さ
い
で
す
。
た
ま
に
や
っ
ち
ゃ

う
ん
で
す
。
エ
ア
コ
ン
つ
け
て
、
電
子
レ

ン
ジ
を
回
し
て
、
ド
ラ
イ
ヤ
ー
か
け
た
り

す
る
と
当
然
ブ
レ
ー
カ
ー
が
落
ち
る
ん
で

す
け
ど
、
そ
う
す
る
と
ほ
ん
と
に
静
か
な

ん
で
す
よ
ね
（
笑
）。

地
に
根
を
張
り
、
枝
を
伸
ば
し
て
い
く

　

み
き
え
と
い
う
名
前
は
、
両
親
の
話
し

で
は
、
人
の
幹
と
な
り
枝
と
な
る
よ
う
な

人
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
だ
っ
た

そ
う
な
ん
で
す
け
ど
、
ず
っ
と
私
に
は
そ

れ
が
重
荷
で
し
た
。
今
は
、
そ
れ
が
与
え

し
て
ま
す
。
あ
と
顔
が
怒
っ
て
な
く
て
も
、

怒
り
を
伴
っ
た
声
が
ダ
メ
で
す
ね
。
声
に

怒
り
を
感
じ
る
と
聞
き
流
せ
な
く
て
も
う

辛
く
な
っ
ち
ゃ
い
ま
す
。

　

Ｈ
Ｓ
Ｐ
の
人
の
感
覚
の
説
明
と
し
て
言

わ
れ
る
の
が
、
例
え
ば
果
物
の
大
き
さ
が

Ｓ
、
Ｍ
、
Ｌ
の
３
種
類
あ
っ
た
と
し
て
、

Ｈ
Ｓ
Ｐ
の
場
合
は
そ
れ
を
10
か
ら
20
の
区

切
り
で
情
報
を
得
て
い
る
ら
し
い
で
す
。

人
に
よ
っ
て
は
、
匂
い
と
か
、
光
の
具
合

と
か
。
照
明
が
煌
々
と
点
い
て
る
の
が
ダ

メ
、
特
に
蛍
光
灯
が
苦
手
と
い
う
人
も
い

ま
す
。
も
の
が
ざ
ら
ざ
ら
し
て
い
る
感
触

と
か
、
天
然
素
材
じ
ゃ
な
い
も
の
は
嫌
だ

と
い
う
人
も
多
い
み
た
い
で
す
ね
。

　

今
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

は
中
止
し
て
い
る
ん
で
す
が
、
こ
の
自
粛

期
間
中
、
Ｈ
Ｓ
Ｐ
の
人
は
特
に
心
が
痛
ん

で
、
辛
い
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。
自
殺

な
さ
る
方
も
沢
山
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で

す
が
、
そ
う
し
た
状
況
に
引
き
ず
ら
れ
そ

う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
私
が
今
、
Ｈ
Ｓ

Ｐ
や
そ
れ
以
外
の
多
様
な
生
き
づ
ら
さ
を

感
じ
て
い
る
人
に
伝
え
た
い
こ
と
は
、
自

分
を
肯
定
す
る
こ
と
の
大
切
さ
で
す
。
つ

い
つ
い
自
分
を
責
め
が
ち
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
頑
張
れ
、負
け
る
な
、強
く
な
れ
っ
て
。

で
も
、「
誰
に
褒
め
て
も
ら
え
な
く
て
も
、

認
め
て
も
ら
え
な
く
て
も
、
私
は
こ
れ
で

充
分
Ｏ
Ｋ
。
生
き
て
る
だ
け
で
百
点
満

点
！
」
っ
て
自
分
に
言
っ
て
あ
げ
る
。
人

に
求
め
る
と
余
計
傷
つ
い
て
し
ま
う
の
で
、

自
分
で
自
分
に
言
っ
て
あ
げ
る
と
い
う
の

が
す
ご
く
大
切
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

一
人
の
時
間
と

静
か
な
く
ら
し
を
大
切
に

　

私
は
、
１
日
の
う
ち
７
～
８
時
間
は
一

人
に
な
っ
て
、
静
か
に
過
ご
す
時
間
が
必

要
で
す
。
以
前
、
仕
事
で
宿
泊
の
研
修
に

行
っ
た
時
、
最
初
は
同
僚
と
も
頑
張
っ
て

仲
良
く
し
て
つ
き
あ
う
ん
で
す
け
ど
、
３

日
目
ぐ
ら
い
に
は
も
う
限
界
で
、
気
を
つ

か
え
な
く
な
っ
て
、
無
神
経
に
な
っ
ち
ゃ
う

ん
で
す
。
研
修
の
後
「
お
茶
し
て
帰
る
？
」

と
い
う
誘
い
に
も
乗
れ
な
い
。
そ
う
す
る

と
「
何
か
嫌
な
の
？
」
っ
て
勘
違
い
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
他
の
同
僚
た
ち
は
、
日

を
重
ね
る
ご
と
に
親
し
く
な
っ
て
い
く
の

で
す
が
、
私
は
逆
。
人
と
ず
っ
と
一
緒
だ
か

ら
疲
れ
て
る
だ
け
な
ん
で
す
け
ど
ね
（
笑
）。

　

Ｈ
Ｓ
Ｐ
の
こ
と
を
知
っ
て
か
ら
は
、「
こ

う
い
う
場
は
苦
手
な
の
で
途
中
で
抜
け
ま

す
」
と
か
、「
ち
ょ
っ
と
一
人
に
さ
せ
て

く
れ
な
い
？
」、「
私
は
疲
れ
や
す
い
か
ら
」

と
い
う
こ
と
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
社
会
と
ど
う
接
す
れ
ば
い
い
の

か
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

静
か
な
音
楽
と
か
、
水
の
あ
る
と
こ
ろ

と
か
、
そ
う
い
う
環
境
が
好
き
で
す
。
私

が
暮
ら
し
て
い
る
団
地
は
か
な
り
古
い
ん

24 ネットワーク  2021/8

ら
れ
た
役
割
な
の
か
な
と
思
っ
て
。
小
さ

く
て
も
自
分
と
人
と
を
つ
な
げ
る
幹
と
な

り
枝
と
な
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
ず
っ

と
、
底
な
し
沼
に
沈
ん
で
い
く
よ
う
な
、

必
死
で
溺
れ
な
い
よ
う
に
泳
ぎ
な
が
ら
生

き
て
い
た
気
が
す
る
の
で
す
け
ど
、
今
は

も
う
、
も
が
か
な
く
て
も
溺
れ
な
い
、
死

に
は
し
な
い
っ
て
い
う
の
が
分
か
っ
て
き

た
感
じ
で
す
。
や
っ
と
地
に
足
が
つ
き
、

根
を
張
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
ん
だ
と

思
い
ま
す
。

　

当
事
者
の
集
ま
り
に
行
っ
て
い
る
と
、

そ
の
根
を
張
る
力
が
す
ご
く
育
て
ら
れ

る
。自
分
一
人
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
か
っ

た
け
ど
、
仲
間
が
い
る
こ
と
で
力
を
も
ら

え
る
。
だ
か
ら
、
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
グ
ル
ー

プ
の
存
在
に
本
当
に
感
謝
し
て
ま
す
。

 

佐
藤
新
哉
（
編
集
部
）

 

森
玲
子
（
相
談
担
当
）イラスト　フローラル信子
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東京ボランティア ・ 市民活動センター
 (TVAC: Tokyo Voluntary Action Center)

東京ボランティア・市民活動センターは、ボランティ
ア活動をはじめとするさまざまな市民の活動を推進・
支援しています。どうぞご利用ください。

利用　　＊ご利用人数はホームページでご確認ください。
────────────────────────────────────────────

会議室	 会議室A・B	（各40人）・	C	（15人）	無料	
																		※会議室AB通し	（80人）
貸出機材	 印刷機	（2台）紙持ち込み、点字プリンター	他
申込み	 ４ヶ月前から電話で受付	（03-3235-1171）

情報提供
────────────────────────────────────────────

最新のボランティア・市民活動情報は、センターのホーム	
ページでご覧いただけます。		http://www.tvac.or.jp/

開所時間　　＊ホームページでご確認ください。
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読者 の声  ～本誌372号より～

読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
一
部
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
特
集
：
若
者
に
寄
り
添
う
市
民
活
動

　
～
若
者
の
妊
娠

・
助
け
を
求
め
に
く
い
若
者
に
寄
り
添
う
支

援
者
は
貴
重
な
存
在
で
あ
り
、
も
っ
と
こ

う
し
た
問
題
が
世
の
中
で
広
く
認
知
さ
れ

る
べ
き
だ
と
感
じ
た
。

・
こ
の
よ
う
な
団
体
が
、
一
定
の
地
域
だ
け

で
な
く
国
内
に
均
等
に
点
在
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
若
者
の
よ
り
大
き
な
力
に

な
り
、居
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
、

少
し
ず
つ
で
も
こ
の
難
し
い
社
会
を
良
い

方
向
へ
変
え
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
は

ず
だ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

◇
思
い
立
っ
た
が
ボ
ラ
日
：�
�

�

オ
ン
ラ
イ
ン
ゴ
ミ
拾
い

・
ゴ
ミ
拾
い
も
、
他
の
人
と
一
斉
に
、
そ
の

意
味
を
考
え
な
が
ら
行
う
こ
と
で
、
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
の
よ
う
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参

加
で
き
る
と
感
じ
た
。 

◇
Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
相
談
窓
口
か
ら
：

　
１
年
間
の
相
談
を
振
り
返
っ
て

・ 

予
期
せ
ぬ
状
況
変
化
で
、
本
来
内
包
さ
れ

て
い
た
問
題
が
露
呈
す
る
こ
と
に
も
つ
な

が
り
、
各
団
体
が
活
動
を
工
夫
し
て
継
続

し
て
い
く
の
は
、
と
て
も
大
変
な
こ
と
だ

と
感
じ
た
。

・
だ
ん
だ
ん
に
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代
に
入

る
に
つ
れ
、「
人
と
人
と
が
同
じ
場
所
で

会
う
」
こ
と
の
意
義
、
そ
し
て
そ
の
大
切

さ
が
再
認
識
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。

・
相
談
内
容
の
変
化
の
中
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で

個
人
や
団
体
の
置
か
れ
た
状
況
の
変
化
や

社
会
課
題
が
リ
ア
ル
に
表
れ
て
い
て
、
考

え
さ
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

◇
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
と
い
う
力
：

・
Ａ
Ｐ
Ｄ
の
よ
う
な
目
に
見
え
な
い
障
害
は

特
に
、
ま
だ
ま
だ
一
般
に
知
ら
れ
て
い

な
い
こ
と
が
多
く
あ
る
と
思
う
の
で
、
こ

う
し
た
記
事
を
通
し
て
、
少
し
で
も
理
解

が
広
ま
っ
て
い
く
と
い
い
な
と
思
い
ま
し

た
。

・「
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
と
い
う
力
」
と
い
う
タ

イ
ト
ル
で
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
伝
え
た

い
の
か
、
書
い
て
あ
る
と
良
い
と
思
い
ま

し
た
。

◇
い
い
も
の�

み
ぃ
～
つ
け
た
！
：�

�
aid�to

　
（
荒
川
ク
リ
ー
ン
エ
イ
ド
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

・ 

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
だ
と
思
わ
せ
な

い
よ
う
な
か
わ
い
い
デ
ザ
イ
ン
に
魅
力
を

感
じ
る
。

・
か
わ
い
い
デ
ザ
イ
ン
で
、
一
点
も
の
と
い

う
の
も
い
い
で
す
ね
。
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このコーナーでは、ボランティア・市民活動・
福祉施設のグッズや作品を紹介します。

　知的ハンディのあるメンバーが、「おいしい（質が
高い）商品を作りお客様に届ける」ことを大切にし
て仕事をしています。工賃＋年金で、余暇やグルー
プホーム等での街の生活を充実するために日々一生
懸命働いています。
　おいしいと評判の手作りクッキーは、全国土産物
推奨品にも選ばれていて、地域のお客様だけでなく、
通信販売でギフトとしても好評をいただいています。
クッキーセットは３袋入り1,100円～。６袋入りの
クッキーセットＬ（2,300円）が特に人気があります。
　手間ひまかけてつくられた木工品は、どの製品も
オリジナル商品です。特に「グッド・トイ2015」に
選ばれた「つみつみANIMAL」（3,900円）は、バ
ランス良く動物たちを積み上げて遊んだり、動物が
山を登る物語にしてみたりと、様々な遊び方ができ
る人気商品です。

Vol.
32

1 �つみつみANIMAL は、
口に入れても安全な自
然塗料を使ってるので、
赤ちゃんも安心。

2 �手作りクッキー詰め合
わせ ( クッキーセット
Ｌ )。控えめで上品な甘
さです。川口市の天然
記念物である「一輪草」
を型どったクッキーが
入ったセット。

3 ��国産桧を使用した、魚
つりゲームです。

〒 334-0059　埼玉県川口市安行 1132
048-291-5047　 048-291-5048
stream@medakafamily.jp
http://www.medakafamily.jp/

　　　　https://www.rakuten.co.jp/medakafamily/
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（表 3）」

“おいしい”と“楽しい”

を届ける！

社会福祉法人めだかすとりぃむ　すいーつばたけ
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表 4

ISBN978-4-909393-30-2 C2036 ¥364E

公益財団法人　大和証券福祉財団公益財団法人　大和証券福祉財団

2021年度（第28回）ボランティア活動助成概要2021年度（第28回）ボランティア活動助成概要

応 募 課 題 ①  高齢者、障がい児者、子どもへの支援活動及びその他、社会的意義の高いボランティア活動
② 地震・豪雨等による大規模自然災害の被災者支援活動

応 募 資 格 ５名以上で活動し、かつ営利を目的としない団体

応 募 金 額 １団体につき上限30万円（予定総額4,300万円）

応 募 期 間 2021年８月１日（日）～９月15日（水）

助成対象期間 2022年１月１日（土）から12月31日（土）

※ 大規模自然災害とは、「東日本大震災」「平成28年熊本地震」「平成29年７月九州北部豪雨」「大阪府北部地震」
　「平成30年７月豪雨」「北海道胆振東部地震」「令和元年台風15・19号10月25日からの大雨」「令和２年７月豪雨」等
※助成要領及び申請時の手続き等の詳細は、当財団のホームページをご覧ください。　　　　　　　　　　　　　　　

現 在 募 集 中

助成金贈呈式の様子

▲ �助成対象団体への贈呈書授与後、各団
体の皆さんと支店長（千葉支店）との
記念撮影

　場所：大和証券�千葉支店ホール

▼ �助成対象団体への贈呈書授与後、各団体の皆
さんと支店長（和歌山支店）との記念撮影
　場所：大和証券�和歌山支店ホール

※掲載写真は 2019年度贈呈式の様子（2020年度贈呈式はコロナ禍により中止）

お問い合わせ 公益財団法人　大和証券福祉財団・事務局へ
TEL：03 － 5555 － 4640　FAX：03 － 5202 － 2014
URL：https://www.daiwa-grp.jp/dsf/grant/　
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